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下安原悔岸遺跡の発見と海浜遺跡の崩壊（序に替えて）

下安原海岸遺跡の発見は、昭和44(1969)年 3月のことであった。石川県が市内専光寺浜で、プールなど

を主体とした 「石川県健民センター （健民海浜公園）」 造成計画を公表したのは前年のことであったが、専光

寺 ・ 普正寺 • 浜安原などの海岸は、かつての粟崎 ・ 大野 ・ 大根布 ・ 大崎 ・ 白尾などの海岸と同様に、砂丘下

の黒色土 （クロガケとも呼ばれる）より、土器 ・石器などが出土するものと予想された。建設計画を知った

石川考古学研究会々員の有志は、まだ冬の大波が打ち寄せる海岸を踏査し、下安原の海浜で土器片などの点

在を確認したのであった。

この辺りの海岸は、夏季と冬季との様相が全く異なった景観を見せていた。夏を中心とした時期には、か

なりの砂が海浜を覆って、穏やかな表情を呈するが、冬季には砂はほとんど洗い流され、この浜では比較的

堅い草炭層と黒色土層が露呈、人を寄せつけない荒々しい景観となる。その黒色土の中に弥生時代中 ・後期

遺物を包含するのであり 、こ のような土塊が波浪の直撃を受け、次々に海中にさらわれ、さらには砕け散る

のである。私が始めてこの遺跡を訪れたのも、まさにこの様な厳しい状況にあり、波飛沫を浴びながら自然

の驚異的な力を見せつけられたのであった。この時期にはまだ汀線前面に消波プロックは設置されてはいな

かった。

幸いな ことに、健民センターの建設地から 2km程離れており、建設工事により破壊されることは避けられ

たが、冬季波浪による遺跡破壊という現実に直面する事態となったのである。石川考古学研究会は県教委と

金沢市教委に実情を訴え、遺跡の状況を把握するための発掘調査の実施を求め、市教委から10万円の補助金

交付を得て10日間の発掘を行ったのは、昭和45年 (3月27日～ 4月 5日）のことで、これが当遺跡における

第 1次調査 （調査団長 秋田喜一）となった。検出した遺構には井戸跡や小規模貝塚などがあり、弥生中期

土器や終末期（月影期）土器の出土からおおむね 2 時期にわたることが判明、打製石斧 ． 砥石・軽石片 • 石

鏃・銅鏃 ・管玉 ・同未成品なども検出し、砂丘下に広がる大規模な集落遺跡を確認したのである。

長い海岸線を擁する石川県には、海岸に立地する遺跡も少なくない。能登半島の海浜部には多数の土器製

塩遺跡が点在 しており、これまでに消波ブロックの設置や人工海岸造成によって壊されたものも少なくない

と考えられる。一方、加賀地方の海浜近くにも幾多の遺跡が発見されており 、加賀市には片野 ・美岬・千崎

・塩浜などの海岸、根上町の加賀舞子遺跡、松任市では徳光・相川新海岸や倉部川河口付近にも遺跡があ

る。金沢市では打木から大野 ・粟崎海岸にかけて厚い砂丘の下に、まだまだ未知の遺跡が眠っている可能性

が指摘されている。とくに松任市から内灘町に至る海岸部での遺跡は、その埋積状況が下安原海岸遺跡と共

通するものが多いとも考えられ、 事実、時期的にも弥生時代を中心とするものが多く、また稲作を主体とす

る農耕文化の黎明期の様相を示す遺跡が点在する。つまり海浜遺跡や砂丘遺跡には、北陸地方への農耕文化

波及期の姿相をとどめる貴重な遺跡を含むことになる。

現在、加賀地方の海岸を中心に急速に侵蝕が進行している。かつての美しい砂浜はその幅を狭め、消波ブ

ロックなどの設置箇所が次第に延長されているとの印象を受けている。そのこと 自体は、国土 ・県土の保全

から必要だと考えるが、埋蔵文化財の保護に携わる私たちとしては、やはり海浜 ・砂丘地に立地する諸遺跡

に対して、より 関 心を深めその観察を進めることが必要であろう 。下安原海岸遺跡の発見と調査の歴史は、

遺跡とその自然破壊を示すまさにシンボル的な存在なのである。

所長橋本澄夫
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本書は石川県金沢市下安原町地内に所在する、下安原海岸遺跡の緊急発掘調査報告書である。

下安原海岸遺跡の発掘調査は、石川県土木部河川課所管の金沢海岸災害復旧事業の施工に起因す

るもので、石川県金沢土木事務所の依頼により石川県立埋蔵文化財センターが実施した。

発掘調査に係る費用は石川県土木部河川課が負担した。

現地調査から出土遺物整理、報告書刊行に至るまでには下記の機関、個人の協力を得た。

文化庁記念物課、石川県土木部河川課、石川県金沢土木事務所、社団法人石川県埋蔵文化財保存協

会、金沢市教育委員会、石川考古学研究会、株式会社太陽測地社、株式会社パレオ・ラボ、セントラ

ル航業株式会社、日本海建設株式会社、新山雅広、小島和夫、小西昌志、高橋 裕、藤 則雄、鈴木

三男、平口哲夫、南木睦彦 （個人名五十音順、敬称略）

発掘調査は平成 7年度から平成 8年度にかけて実施しており、調査担当、調査面積、各年度の内

容、費用は下記の通りである。

調査担当

調査面積

調査内容

石川県立埋蔵文化財センター主事

約680面

平成 7年度

端 猛、 同 安 英樹

現地調査、出土遺物整理、自然科学的分析

費用 13,200,000円

平成 8年度 自然科学的分析、報告書作成・刊行
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1,845,000円

出土遺物の整理については、社団法人石川県埋蔵文化財保存協会に作業を委託して行った。

本報告書の作成にあたっては、各種の自然科学的分析を実施しており、藤則雄 （金沢大学）、鈴木

三男（東北大学）、平口哲夫 （金沢医科大学）、新山雅広 （パレオ・ラボ）各氏には分析成果について

の玉稿を賜った。

本報告書の執筆は、

費用

，
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三男氏 （東北大学）、VI4を新山雅広氏 （パレオ・ラボ）、

真医版の作成は端と安が行い、編集は安が行なった。

本文 ・図版・挿図についての凡例は下記の通りである。

(1)方位は座標北を指し、座標は国土座標第＼眉系に準拠している。(2)水平基準は海抜高で示している。

(3)挿図の縮尺は図内に示した。(4)土層図 ・断面図について、基盤層 （地山）を万線で示した。(5)出土

遺物番号は挿図・図版で共通している。(6)遺物挿図について、土器の赤彩、軽石の摩擦は淡い網掛け

で示し、特徴的な煤の付着は濃い網掛けで示し、石の板状節理は万線で示した。

発掘調査で得られた記録資料、出土遺物は石川県立埋蔵文化財センターで保管している。

VI 1を藤則雄氏 （金沢大学）、VI2を平口哲夫氏 （金沢医科大学）、VI3を鈴木

I・II1を端、その他を安が行なった。写
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

下安原海岸遺跡 集落 弥生 土坑 l基 土器・土製品 弥生時代の集落が砂

講 4条 石器・石製品 丘下に埋没し、良好

河川 l条 木器・木製品 に遣存している。今

生物遺体 回の調査区は集落の

縁辺部に相当する。



1 位置と環境

1 遺跡の位置と周辺の地形

下安原海岸遺跡は金沢市の市街地から西に約 8km離れた海岸部

に位置する弥生時代の集落跡である。

金沢市は石川県の県庁所在地で、北陸の中心都市である。日本海

に突出する能登半島を擁する石川県は日本列島のほぼ中央に位置

し、地形的には丘陵状の台地が海岸線のすぐ近くまで迫る能登と

白山山系の急峻な山々とそこを源とする河川が形成する扇状地・

沖積平野が広がる加賀に分けることができる。能登半島の付け根

から加賀にかけての海岸線は砂丘地帯を形成しており、能登の羽

咋砂丘などでは内列、中列、外列砂丘の三横列砂丘に区分すること

ができる。また、日本屈指の砂丘である内灘砂丘ではそれらの横列

砂丘が累積しており、頂部では標高60m余りを測る。内灘砂丘の南

方に安原砂丘が位置し、当遺跡の大部分は厚い砂に覆われている。

各砂丘の形成過程については過去の地質学的研究により示されており、安原砂丘についてもその形成

時期は古墳時代に求められている。なお、当遺跡周辺も含めた古環境の解析についてはVI1に詳しい。

安原砂丘の後背地には金沢平野が広がる。金沢平野は南東部の山地から流れ出るいくつかの河川が

r
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第 1図金沢市の位置

北～西流して形成された複合扇状地である。市の中心部では犀川と浅野川がほぼ並行して流れており、

俗に犀川は男川、浅野川は女川と愛称され、古くから人々の生活と深いつながりがある。これらの河川

は太古より幾度も流路を変えており、近現代に度重なる改修を受け現在のような流れとなっている。同

時に、かつてほ島状微高地や小河川が複雑に入り組む変化に富んだ地形であったが、耕地整理等により

改変され、現在見られる平坦な土地となった。

また、白山山系から流れ出る県下最大の河川、手取川の作り出す広大な扇状地の北扇端部にも位置す

る遺跡周辺は、かつてはよく知られた伏流水の自噴地帯でもあった。安原砂丘の裾を流れる安原川はそ

れら伏流水が砂丘に流れを遮られ一つになったもので、北東流し犀川と合流して日本海へと注いでい

る。

2 周辺の遺跡

海岸線から10km前後内陸まで標高が10mに満たない金沢平野では、遺跡の立地は各時期の海水面の

変動に影響を受けたようである。一般には縄文時代前・中期には気候が温暖になり海水面が上昇し、

ビーク時には現標高約 5m以下（現汀線から約 5km前後内陸）まで水面下であったと考えられている。

また、縄文時代後・晩期から弥生時代にかけては気候が冷涼になり海水面が下降し、ビーク時には現水

深 2m以内（現汀線から約 1km沖合）まで陸地であったと考えられている。ただし、最近の発掘調査によ

り金沢平野でも標高 5m以下の低地に縄文時代前期の遺跡が存在することが確認されており、単純に
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第 1表周辺の遺跡名

県遺跡番号 遺 跡 名 種別 時 代 備 考
1 1037 下安原海岸遺跡 集落跡 縄文～古墳 1987年県埋文センクー発掘調査
2 1038 専光寺海岸遺跡 散布地 奈良 • 平安
3 1039 

下安原遺跡地地処遺跡理BA遺遺場跡跡遺跡

集落跡 縄文・古坦・中世・近世 1986、88年市教委発掘調査
4 1040 安原工業団 散布地 弥生～平安 1982年市教委発掘調査
5 1041 安原工業団 集落跡 弥生•平安 1975年市教委発掘調脊
6 1042 緑団地下水 散布地 弥生・室町
7 1043 緑団地公國 散布地 古瑣 • 平安
8 1044 上安原緑団地遺跡 散布地 弥生・古坦， 1045 南 散布地 縄文 ・古墳
10 1046 びわ 墳 古坦 古墳 1976年市教委測位調査
11 1047 上安 散布地 縄文・弥生・古代・中世 1995、96年市教委発掘調査
12 1048 中屋 ク遺跡 散布地 弥生・奈良～中世 1996年市教委発掘調査
13 1049 福増 散布地 不詳
14 1050 中屋 散布地 縄文晩期 1979、80年市教委発掘調査
15 1051 下福 散布地 縄文～古墳
16 1052 中 跡 集落跡 縄文 ・中世

199Q7年~市91教年委市発教掘委調発査掘調17 1053 上 集落跡 ・荘園 縄文～平安 198 査市指定史跡
18 1055 上 住宅遺跡 敵布地 弥生
19 1056 矢木マツノキダ遺跡 集落跡 弥生 ・古坦 1983年市教委発掘調査
20 1057 矢木ヒガ・ンウフ遺跡 散布地 弥生・古坑
21 1058 上安原陸橋遺跡 散布地 弥生・古坑
22 1059 矢木；；；ワリ遺跡 散布地 弥生・古坦 1985年市教委発掘調査
23 1060 

森戸バ町宅町イパ遺遺西跡跡遺ス遺跡跡

散布地 古墳
24 1061 森戸本 散布地 縄文
25 1062 森戸住 散布地 縄文
26 1063 新保本 集落跡 弥生 ・古坦 1979、90年市教委発掘調査
27 1064 新保本町チカモリ遺跡 集落跡 縄文晩期 1980年市教委発掘調査 国指定史跡
28 1065 新保本町東遺跡 集落跡 縄文・古墳 1979、88年市教委発掘調査
29 1066 新保本町ッカダ遣跡 散布地 弥生
30 1067 新保本町南遺跡 散布地 中世
31 1081 松島ナオサカ遺跡 散布地 平安～中世
32 1083 古府B遺跡 散布地 不詳

33 1084 古府クルビ遺跡 集落跡 弥生～平安 1972、74、82、83年調査団、市教委発掘調査
34 1085 おまる塚古坑 古墳 古坑 1976年市教委測祉調査

1086 宇佐神社古切 古頃 古墳
1087 北塚古坦群 古坑 古坑 1973、83年県教委、県埋文センター発掘調査
1088 北塚遺跡 集落跡 縄文 ・弥生・平安・中世 1972、73、75、79、83、84、95、96年市教委、県教委、

県埋文センター発掘調査
35 1089 稚日野遺跡 散布地 縄文・古切 県埋文センクー発掘調査
36 1090 御舘前遺跡 散布地 不詳

37 1091 吉藤専光寺跡 寺院跡 室町
38 1092 専光寺喪魚褐遺跡 散布地 古墳～平安 1990年市教委発掘著調査
39 1093 専光寺染色団地遺跡 散布地 古坑
40 1094 佐寄森遺跡 集落跡 弥生 • 平安～近世 1989年市教委発掘調査
41 1095 松村どのまえ遺跡 散布地 弥生中期
42 1096 松村A遺跡 散布地 縄文・古培・中1lI‘
43 1253 普正寺番屋砂丘遺跡 散布地 縄文 ・ 奈良•平安
44 1254 普正寺遺跡 集落跡・墓地 鎌倉・室町 1982年県埋文センクー発掘調査
45 1255 普正寺高畠遺跡 集落跡 古墳後期・鎌倉 1990年県埋文センクー発掘調査
46 1256 金石本町遺跡 集落跡 弥生～平安 1979、80、86、88、93、95、96年市教委、県埋文セン

クー発掘調査
47 1257 寺中御台場遺跡 堡跡 近世
48 1258 寺中遺跡 散布地 弥生中後期 1974、75年市教委発掘調査
49 1259 寺中B遺跡 集落跡 縄文晩期～平安 1979、80、88~91年市教委、 県埋文センター発掘調査
50 1260 畝田 ・寺中遺跡 散布地 古項～中世 1982年市教委発掘調壺
51 1261 畝田遺跡 集落跡 縄文晩期～平安 1985~87、89年市教委、県埋文セ‘ノクー発掘調査
52 1278 桂遺跡 散布地 弥生 ・古坑・中世 1981年県埋文センター発掘調査
53 1279 無址寺B遺跡 集落跡 古墳 1976、82、83、85年市教委発掘調査
54 8121 宮永遺跡 散布地 古墳 1969年北陸自動車道発掘調査団一部調査。1983年県埋

文センクー発掘調査
55 8122 宮永B 散布地 縄文・古tn・中世
56 8123 旭小＇翌 ・臨 集落跡 弥生 ・古墳 1987、90年市教委発掘調査
57 8124 一塚オオミナクチ遺跡 集落跡 弥生後期 1984、86、96年市教委発掘調査
58 8125 一塚遺跡 集落跡 縄文後晩期 1985年県埋文センクー発掘調査

弥生後期 ・中世
8126 一塚墳砥・古瑣群 坑邸・古墳 弥生・古坦

198975年年、市市86教年教委委県発発埋掘掘文調調セ査査ン59 8127 八田小鮒遺跡 集落跡 弥生 198 
60 8128 八田中遺跡 集落跡 縄文～古坑 198 クー発掘調査
61 8129 八田中中村遺跡 集落跡 近世
62 8130 八田中ヒエモンダ遺跡 集落跡 縄文・弥生・中近世 1984年市教委、85、88年県埋文センクー発掘調査
63 8131 八田中アレチ遺跡 散布地 縄文・弥生 1987年県埋文セ｀ノクー発掘調査
64 8132 中新保遺跡 散布地 不詳
65 8133 下福増遺跡 散布地 縄文·弥生 ・ 奈良•平安 1988、89年県埋文センクー発掘調査
66 8134 横江荘々家跡 荘函・荘家 平安 1970、76~91発掘調査・試掘調査 国指定史跡
67 8135 横江荘遺跡 荘函 奈良•平安 1987年～市教委詳細分布調査
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海水面の動向と現標高だけでは遺跡の立地を語ることはできない。土地の隆起・沈降等も考慮する必

要があるし、前節で述べたような平野の微地形も遺跡の立地に影響を与えている。

近年、発掘調査や分布調査の積み重ねにより、遺跡の分布や広がり、旧地形が徐々に明らかにされつ

つある。概して遺跡は島状の微高地上を生活適地として立地しているものが多い。しかし、平野の大部

分は市街地として開発され、明治の耕地整理時の姿すら窺えない所もあり、旧地形を復元的に考えるの

は難しい。本来ならば、周辺の遺跡を鑑みるとき、遺跡の立地や変遷と深く係わるそれら地形・地質と

後世の改変についても十分に考慮しなければならないところであるが、本節ではそういった詳細な検

討には至っていない。

金沢平野においては、海水面が低下し始める縄文時代中期頃

には確実に集落が形成され始めたようである。この頃の遺跡と I縄文時代中期以前

しては、北塚遺跡 (34)や古府遺跡があげられ、これらの遺跡

は現標高 5~7mの地点にある。北塚遺跡では平成 7年度の発

掘調査で石囲炉（複式炉を含む）を持つ住居跡（縄文時代中期

末頃）が 5棟分以上検出されており、翡翠製の大珠や指輪状の

石製品などの出土遺物と供に往時の金沢平野の様子を窺い知る

貴重な資料である。

縄文時代後期以降は気候の冷涼化（海水面の低下）がさらに

進み乎野での遺跡数が増え、さらに低湿地の微高地上でも生活

の痕跡が窺えるようになる。この動きは弥生時代中期頃まで続

き、この冷涼期に人々はその生活の中心をそれまでの段丘上か

ら平野部にと変えたようである。代表的な遺跡は、縄文時代後

・晩期では中屋遺跡 (14)、新保本町チカモリ遺跡 (27)、近岡

遺跡、御経塚遺跡、米泉遺跡など、弥生時代前・中期では矢木

ジワリ遺跡 (22)、寺中遺跡 (48)、戸水B遺跡、戸水c遺跡な

どがあげられる。

弥生時代後期から終末期にかけて周辺の遺跡数は爆発的に増

加する。上荒屋遺跡 (17)、北塚遺跡 (34)、寺中B遺跡 (49)、

畝田遺跡 (51)、など第 2図の範囲だけでも30余りの数になる。

しかし、これらの遺跡は古墳時代前期にほとんど廃絶する。政

治・社会的な要因の他に古墳時代前期頃から再び気候が温暖化

し、小規模な海水面の上昇が起きるといった自然的要因も考え

られるだろう。

現在、金沢平野では若干の例外を除き墳丘を持った古墳を見

ることはできない。しかし、近年の発掘調在によって多くの古

墳が存在したことがその周溝の検出によって判明している。戸

水c古墳群や藤江c古墳群では前方後方墳を含む十基前後の前

期古墳が確認されており、北塚古墳群 (34)では現存するおま

る塚古墳、宇佐神社古墳と共に中・後期に展開する十数基の古

墳が確認されている。これら平野部の古墳の動態は起伏に富ん

だ旧地形を探る手がかりとなるであろう。
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第 3図 金沢平野の遺跡分布の変化



II 経緯と経過

1 既往の調査

本書に報告する下安原海岸遺跡は、石川県金沢市の北西部の現海岸線付近に位置し、安原砂丘の厚い

堆積砂に埋没している。近年、海岸 が浸食されて堆積砂が流出することによって露頭 した黒色の遺物包

含層から多くの遺物が採集され、その存在が広く知られることになった。 しかしそれと同時に遺跡自体

も波浪浸食や、流出を防ぐために行われる護岸工事や海岸線の整備工事に よって損傷を受けている 。こ

のような状況の下で、下安原海岸遣跡では第 2表 の通り、様々な原因でこれまでに 5次に及ぶ発掘調査

が行われている他、ごく小規模な調査も何度か行われているようである。

第 2表既応の調査

調査次数 調査期間 調査主体 調査原因等 主要遺構 主 要 出土遺物

第 1次調査 昭和45年 石川考古学研究会 波浪による遺跡消 井戸、貝塚 弥生土器、古式土師器、打製石

(1970) 3月27日 失に備えた記録保 斧（4)、砥石（2)、土錘、土製円盤、

117rrl i 存 （市費補助事 銅鏃(3）、石鏃（2)、管玉(2)・未製

4月5日 業） 品・剥片

第 2次調査 昭和46年 石川県教育委員会 金沢海岸災害復旧 河川、溝、土坑 弥生土器、古式土師器、打製石

(1971) 6月19日 文化室 斧(12)、磨製石斧(3)、石包丁(1)、

l,500rrl l 砥石（3)、ガラス玉（l)、土錘、土

7月17日 製円盤、銅鏃(2）、石鏃(22)、管玉

(1)・未製品・剥片、針状石製品、

火錐臼．棒

第 3次調査 昭和47年 石川県教育委員会 金沢海岸災害復旧 溝、土吸墓状遺構 弥生土器、古式土師器、銅鏃(1)、

(1972) 10月7日 文化室 石鏃(10)、管玉(1).原石・ 未製品、

750rrl l 木製品

10月24日

第 4次調査 昭和48年 石川県教育委員会 金沢海岸災害復旧 時化により調査中 弥生土器、古式土師器、打製石

(1973) 11月 1日 文化室 断 斧(1)、銅鏃(I）、石鏃（1)、管玉(3)、

1. 200rrl l 木製梯子、建築部材

11月30日

第 5次調査 昭和62年 石川県立埋蔵文化 自転車道路建設 竪穴住居、河川、 弥生土器、古式土師器、石錐(3)、

(1987) 7月20日 財センク ー 溝、土坑、土器溜 砥石（3)、すり石類（3)、土錘、銅

500rrl i まり 鏃(1）、石鏃(4)、管玉(1)・未製品

8月28日 ．剥片、針状石製品、楔形石器

第 6次調査 平成 7年 石川県立埋蔵文化 金沢海岸災害復旧 溝、土坑、河川 弥生土器、古式土師器、土錘、

(1995) 5月 8日 財センタ ー 打製石斧、磨製石斧、すり石類

680rrl I (5)、石鏃(8）、石錐（2)、軽石、砥

7月26日 石、管玉 ・未製品、火錐臼、丸

木弓（2)、木鏃（2)、指物箱側板

- 5 -
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2 発掘調査に至る経緯

平成 6年12月 5日は、日本海上空に入っていた寒気により大気の状態が非常に不安定となり、西の風

が強まり、大荒れの天候であった。5日午前 0時25分には瞬間最大風速24m/sが記録され、打ち寄せた

高波に よって砂浜が扶られ、消波用に設置されていたテトラボットが沈下し、砂丘を縦走する自転車道

の路肩が決壊する災害が発生した。このため自転車道は通行が非常に危険な状態となり、全面通行止め

となった。被災区域内は下安原海岸遣跡の分布域が含まれており、遺跡を被覆していた堆積砂が高波に

よって消失し、遺物包含層が露頭した。

県金沢土木事務所は自転車道についてはこれ以上の決壊を防ぐため、異形プ｀ロックを堤脚部に被覆

する応急措置を講じ、仮復旧を行なった。海岸部については災害による海浜の後退、海底の急勾配が大

きく、両方を併せた本格的な復旧工事が必要となり、建設省の災害査定を受けて災害復旧事業としての

採択を要望する方針が固まった。エ法は海岸に厚く盛土 し、コンクリートプロックを乗せる、緩傾斜護

岸復旧に決定した。既往の分布調査で確認されている追跡の範囲と照合すると、工事によって遺跡が影

響を受ける面積は約680面となった。

事業を所管する県土木部河川課は石川県立埋蔵文化財センターに対して①下安原海岸遺跡の内容、

②事業に伴う発掘調査の必要性、 ③必要な場合の期間、経費について問い合わせを行った。埋蔵文化財

センターでは、文化庁記念物課の指導を得て①下安原海岸遣跡についてはこれまでに行われた 5回の

発掘調査の成果から、弥生時代の集落跡であり、当時は海岸線がもっと沖にあって居住が可能な環境に

あったと推定されること、 ②災害復旧であっても緊急を要する応急工事以外は基本的に埋蔵文化財調

査は必要であり、掘削を伴わない工法であっても永久的構造物で完全に被覆され、以後に発掘調査が不

可能な場合は埋蔵文化財調査が必要であることを回答し、さらに、 ③現地調査、出土遺物の整理、報告

書作成までに要する期間と概算費用、について回答した。調査費用については公共事業に伴う緊急発掘

調査であることから、原因者負担を原則とすることも付け加えた。

この回答を受けた河川課は建設省に対し事前の埋蔵文化財緊急発掘調査を組み込んだ災害復旧事業

の採択を要望 した。建設省による災害査定の結果は、公共土木施設災害復旧事業 6災106号金沢海岸災害

復旧工事として採択され、調査費用については早急に進行させることを条件として、 事業の実施に必要

な測量試験費として認められることになった。発掘調査は翌平成 7年度から実施が予定されたが、波打

ち際という悪条件下で作業を迅速かつ円滑に進めるためには、仮設道路の整備、鋼矢板締め切り 、排水設

備等の、着手前の環境整備が不可欠である。よって調査範囲の確定、費用の確保、調査環境について施工

者である金沢土木事務所が整備する旨の覚書が、施工を担当する金沢土木事務所と埋蔵文化財センタ ー

との間で、平成 7年 3月17日に締結された。この時点から平成 7年 4月当初にむけて工事及び調査の準

備が始まっており、通算で第 6次となる下安原海岸遺跡の発掘調査の実施が正式に決定したといえる。

調査前 堆積砂の除去

- 7 -



3 現地調査の方法と経過

現地調査の方法

現地調査の方法はグリ ッド法に よる全面発掘調査で

ある。グリッドは主軸を座標の方位に沿わせて、東西

軸を算用数字 (1~10)、南北軸をアルフ ァベッ ト大

文字 (A~K)の 4m方眼とし、個々のグリッド名は

北西の座標をあてている。国土座標との対応関係は、

G4杭がX=+64,020、Y=-53,340である。下安原

海岸遺跡では遺物包含層がきわめて良好な状態で遺存

していたため、辺 4mの小区画グリッドの全てに畦を

残して層序を観察しながら掘り進め、最終的に畦を取

り去って完掘する方針で現地調査に臨んだ。

現地調査の経過

発掘調査については、平成 7年 4月 6日付けで県金

沢土木事務所から依頼があり、埋蔵文化財セ ンタ ーは

同年 4月から 7月にかけての現地調査を計画し、回答

した。調査面積は約680点である。

現地調査は中島俊一 （埋文センター調査第一課課

長）、小嶋芳孝 （同課調査専門員）、新屋康夫 （同総務

課課長）の統轄の下で、端猛、 安英樹 （同主事）

が担当し、芝田悟 （同技師）が補佐した。

調査着手前には県土木部河川課及び金沢土木事務所

担当者、施工業者 と打ち合せを行ない、 工事、調査の

行程を相互に確認した。現地調査に際しては、仮設道

路の整備、工事範囲内の鋼矢板締め切り 、24時間排水

が可能な電気設備と大型ポンプの稼働、遣物包含層を

被覆する堆積砂の除去について、施工者の協力を得て、

5月 8日から着手 した。図化に用いる基準点の測量及

びグリッドの設定は業者委託で 5月18日に行った。追

物包含層の掘り下げ及び遣構検出・掘り下げは北から

始め、順次土層観察用の畦を除去しながら南へ向かっ

て進め、 7月26日に作業を完了し、調査区を施工者に

引き渡し、現地調査を終了した。図化作業については、

ラジオコントロールヘリコ プタ ー撮影による空中写真

測量図化を業者委託で 7月18日に実施した。調査の成

果については主に石川考古学研究会々員を対象として

現地説明会を 7月23日に実施している。
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屋内整理

現地調査の終了後、平成 7年度は空中写真測量図の校正作業、出土遺物の整理作業、出土遺物の自然

科学的分析を行った。出土遺物の整理作業は主に社団法人石川県埋蔵文化財保存協会に委託して行い、

洗浄作業を平成 7年 9月25日から同年10月25日まで、記名、分類、接合、実測、遺物・遺構実測図のト

レース作業を平成 7年11月 8日から平成 8年 3月29日まで行なった。但し、木器・木製品の洗浄と仮

処理、土壌の水洗選別については石川県立埋蔵文化財センターの直営で作業を行っている。

翌平成 8年度は 4月15日付けで県金沢土木事務所から依頼を受けて、出土遺物の自然科学的分析、出

土遺物の写真撮影、原稿執筆、挿図・図版作成を行い、発掘調査報告書を編集、印刷し、刊行した。

·•如 9、t11L ・'介p・i...
太型蛤刃石斧（第25図 1)出土状況

ー
現地説明会

出土遺物整理 1 出土遺物整理 2

，
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冊 調杏の概要

1 層序と微地形

調脊区の周辺は海浜であり、遺跡は堆積砂に被覆されて存在する。ただし、調査区の堆積は風浪によ

り流出した砂が再堆積したものである。堆積砂の下位には、無遺物ながら半腐りの植物を賂しく含むシ

ルト層、遺物を含む黒色～濁灰色のシルト 層、遺物を含まない灰色のシルト層が確認された。各層はそ

れぞれ、遺跡廃絶後の堆積層 （植物層）、遺跡形成時の堆積層 （遺物包含層）、遺跡の基盤層と理解さ

れ、下安原海岸遺跡の甚本層序を構成する。基盤層を随所でたちわったところ、下位に粗砂層が検出さ

れた地点もあり、その層厚は一定といえなかった。遺跡の形成前は河川の氾濫等で、地形が不安定な状

態だったものと思われる。基盤層が堆積し地形が安定し、遺跡が成立し活動することによって遺物包含

層が堆積、その廃絶後は植物が繁茂した状態で砂丘の堆積砂に被覆されたものと考えてよかろう 。基盤

層上面の標高は Omを前後し、概ね平坦で起伏には乏しい。但し、南西部では標高が約0.2mを測り、

等高線にも現れるように、南西に向かっての高まりが認められる。

2 遺構と遺物

遺構は溝 4条、土坑 1基、河川 1条を検出した。溝は検出した順に 1~4号溝と表記した。遺物は土

器、石器・石製品、木器・木製品、生物遺体があり、現地調査時でコンテナバット 15ケースに及ぶ量で

あった。量的には土器が中心であり、弥生時代前期から古墳時代前期に及ぶ時期のうち、弥生中期・後

期が主体となる。各種遺物は遺構からも出土しているが、遺物包含層から出士したものが圧倒的に多

い。出土した全ての土器についてグリッド別に集計したところ、第 7図のように重量、破片数とも南西

部に多いことが明瞭で、 500片もしくは3000g以上の出土はB8~G8区以南の地区に限られ、その中

でも DlO区が最多であった。なお、 DlO区遺物包含層、 DlO区土坑の覆土、C9~D10区 3号溝の覆土

については、含まれる遺物の多様さを考慮して土康の

水洗選別を行っており、その結果、土器、剣片、玉、

種子、動物骨等の微細な遺物が得られている。

3 補足

微地形、層序、遺構・遺物分布はそれぞれ河川を境

としてその両岸で様相が一変する。微地形は、右岸で

ほぼフラットなのに対して左岸では高まりが顕著であ

る。層序は河川の左岸では遺物包含層が上下に分層さ

れ、さらに基盤層との間に炭化物層が挟在するように

なる。上位の遺物包含層は左右岸で一連の黒色シルト

である。下位の遺物包含層は濁灰色ヽンルトであり、基

盤層に近似する質・色調であるが、遺物と炭粒の含有

- ll -
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L=0.5m 
G3-G8土層
l 濁オリープ黒色植物 7.SY 3/2 
2 黒色シルト 2.SY 2/ I 
3A 濁灰色シルト 5 Y 4/ I（黒色シルトがプロック状に混じる）
3B 灰色シルト 7.5Y 5/1 
4 濁灰オリープシルト 5Y4/2 （植物が含まれる）
5 濁灰色シルト 5Y4/1 (2号溝覆土）

第 8図調査区土層 (1) (S= 1 /60) 
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で区別できた。遺構の密度については比較が難しいが、左岸にのみ土坑が存在する。また、左岸の遺構

である 3号溝は上下の遺物包含層間を検出面としており、土坑は基盤層を検出面とすることから、上下

位最低 2面の遺構面（生活面）が存在することになろう 。遺物量は左岸が右岸よりも面積が小さいにも

かかわらず圧倒的に多くなっている。これらの様相差については、次章以降で遺構・遺物の内容をより

具体的に示し、末章で調査区が遺跡内でどのような性格を持つ地点であったのかを明らかにすること

によって、説明にかえたい。

_JD 8 

―↓F8 

_j E 5 

」E7 

-l C 8 

C8-C9土層

］ 植物

2 濁黄灰色シルト 2.SY 4 / I 

3 濁黒色シルト 7.SY 2/ I （炭化物陪）

↓C8 杜 8
L=O.Sm 

↓E8 げ 8
L=0.5m 

ピ8 2 濁黄灰色シルト 2.SY 4 / l 
L=0.5rn 3 面黒色シルト 7.SY2/l （炭化物荊）

4 濁黄灰色シルト 2.SY4/l 
5 濁灰オリープ色シルト 5 Y 4 / 2 

（黒色シルト ・灰色シルトに植物が含まれる）

6 濁オリープ褐色シルト 2. SY 4 / 4 
（植物主体陪に細砂が互陪に入る）

7 濁暗オリープ灰色砂 2.SG Y 4 / l 

↓E 6 （植物を含むシル I・Rりに胄灰砂が互陪に入る） しE7
0 2 m L=0.5rn 

↓E 8 ↓E 9 

匹9
L=0.5m 

L=O.Sm 

E 5 -E 10土陪

l 濁オリープ黒色植物

2 黒色シル 1ヽ～濁黄灰色シル ト 2・5Y 4 / 1 
3 A 濁黒褐色シルト 2.SY 3/2 （炭化しかけた植物を含む）

3 B 濁黒色シル 1、 7.SY 2/1 （炭化物陪）

4 濁暗灰黄色シルト 2.5Y 4 / 2 （植物が含まれる）

5 i蜀オリープ褐色植物 2. SY 4 / 3 （やや大きめの植物陪）

6 濁黄褐色植物 IOY R 4 / 3 （植物主体の~)
7 濁オリープ褐色植物 2. SY 4 / 4 

（胄灰色細砂が互附に入るが、植物主体の附）

4 ・ 5 灰～濁黄灰色シルト 5 Y 4 / I -2. 5 Y 4 / I 
（砂況じり、植物が所々残る）

6 ・ 7 濁灰オリープ色シルト～濁暗オリープ褐色植物

7. 5 Y 4 / 2 -2. 5 Y 3 / 3（砂が混じる）

8 濁灰シルト 5Y4/l （植物少し況じる）

9 濶暗胄灰～濁オリープ灰色砂 5BG4/I-IOY6/2 
(l',-灰粗砂と植物が互層に人る）

4 濶灰色シルト IOY4/ I （灰色シルト・オリープ灰色シルトの況府）

5 濁オリープ灰色シルト 2.5GY5/ I （灰色シルトが少屈プロック状に混ざる）

6 茶色シル ト（植物主体附）

第 9図調査区土層 (2) (S= 1 /60) 
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w
 

遺 構

1 各説

土坑（第11図、図版 4)

調査区の南端、 DlO区に位置する。不整ながら角の取れた平面形、急な掘り込み、平坦な底面を持つ

士坑である。長径は南北方向で約135cm、短径は東西方向で約126cm、深さは約30cmを測る。覆土は 5層

（第11図層 3~7)で、層 3・層 6間で上部・下部に分層できる。層 3は下位遺物包含層と同質、層 6

ほ植物が顕著に含まれる層である。層 4・ 5 ・ 7は遺構の縁にのみ見られ、基盤土を含んでいることか

ら崩壊土層と思われる。遺物は土器、植物遺体が多く出土した他、石斧、管玉、動物遺体（骨片）が出

土しており、土器は覆土上部、植物遺体はオニグルミ核が主で覆土下部に特に顕著に含まれていた。

1号溝（第10図、図版 5)

調査区の北部、 H3~I4区にかけて位置する。北西・南東方向に直線的に走る溝で、南東側は調査

区外に伸び、北西側は狭く浅くなり途切れる。幅45~65cm、深さ 2~6cmを測る。底面の標高は北西側

が高くなっている。覆土は遺物包含層と同質の黒色シルト（第10図層 2)であり、識別は難しい。遺物

は出土しなかった。

2号溝（第10図、図版 5)

調査区の中央部、 F5~G5区にかけて位置する。東西方向に走る溝で、 G5杭付近で弧状に曲がり

北へ膨らみ、東端は 4号溝に切られ、西端は逆に南に膨らみがちになって途切れる。幅26~44cm、深さ

4~ 7cmを測る。底面の標高はG5杭付近が最も高く、東西両端はやや低くなっている。覆土は濁灰色

シルトの単層（第10図層 3) である。遺物は出土しなかった。

3号溝（第11図、図版 6)

調査区の南端、 C9~Dl0区にかけて位置する。上下位遺物包含層間で検出され、下部包含層を切り

込んでいる。北西・南東方向に直線的に走る溝で、両端は途切れているが、南東側では土坑を切ってい

る。幅は28~55cm、深さは 2~10cmを測り、一定でないが、概ね北西側が広く深く、底面の標高は北西

側が低い。覆土は濁オリーブ黒色シルトの単層（第11図層 7)である。遺物は土器が遺構内とその周辺

に細かく砕けて散乱したような状態で出土した他、石斧、石鏃、軽石、動物遺体（骨片）が出土している。

4号溝（第10図、図版 5)

調査区の中央部の東壁寄り、主にH5~G6区にかけて位置する。南北方向に走る溝で、北側では東

へ向かう弧を描いて調査区外へ伸び、南側は河川の肩部に重複する。河川との切り合いは認めがたく、

連結するものと考えたい。幅50~110cm、深さ 3~7cmを測り、底面は南側が低くなっている。覆土は

濁黒色シルトの単層（第10図層 3)である。遺物は土器が少量出土している。

河川（第12図、図版 3)

調査区の南部、主にC7~E9区にかけて位置する。北西・南東方向に走る大規模な溝で、両端は調

査区外へ伸びている。幅2.8~8.6m、深さ50cm前後を測る。肩部の傾斜はどこでも比較的緩やかである

が、北西側が極端に幅が狭まり、底面は凹凸があるが概ね北西側が低い。覆土は概ね上位シルト質、下

位砂質となる層序を呈し（第 8 図•第 9 図）、中央ほど細薄な砂・シルトの互層を狭在し、下位ほど植

物遺体を多く含む傾向がある。下位の砂層の堆積からは水流があったものと推定され、全体的に不整な

- 14 -
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第10図 1 ・ 2 ・ 4号溝 (S= 1 /60) 
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¥、 3号溝

玉ふ

ぐ

f=） 

D 9 ~D101澤

l 濁オリープ褐色柏物 2. 5 Y 4 / 3 

I'濁オリープ褐色柏物 2.5Y,t / 3 (Iよりやや軟質、木含む）

2 黒褐色シル ト 2.5Y 3 / I （植物含む）

3 黒褐色シル I・ 2. 5 Y 3 / 2 (2より植物質少なく、よくしまり、色淡い）

4 濁黄灰色シルト 2.5Y 4 / I (3と9の洸約）

4'濁黄灰色シル I・ 2. 5 Y 4 / I (,1より 3を多く含む）

5 濁黄灰色シル 1、 2. SY 5 / I (4より 9の含み多い）

6 濁黒褐色シルト 2.5Y 3/ I （うすい炭陪状に検出される）

7 洵オリープ焦色シル 1、 5Y3/l (3号溝投土）

8 濁灰色シル 1、 5Y5/l (6 ・IOの混形的）

9 濁灰色シル 1、 5Y4/l （大粒の炭粒目立って含む）

IO 灰色シル 1、 7.5Y 6/ I 

O16 

↑
 

--•--

S は石、 B ばi 1•

追物番りは Slは第28l'X|、 s(iは第251-XI、

その他は第141'><1に対応する
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］ 濁オリープ黒色シルト 5Y3/l （やや砂混じる） ． 

2 濁灰オリープ色シルト 5Y5/2 (Iと8-］の混層、砂質）

3 濁灰色シル 1、 5Y4/I （炭粒含む、やや粘質）

3,濶灰色シルト 5Y5/I (3に8-1プロックが少し滉じる）

4 濁灰色シルト 7.SY,1/1 (3と8-］の混附）

5 濁灰色シル I・ 7.5Y4/I (4より 8-1プロックが大きく、多＼ヽ）

6 濁オリープ褐色シル 1、 2. 5Y 4 / 3 （炭 ・植物含む）

7 濁灰オリ ープ色シルト 7.5Y 5/2 (6 ・ 8-1 ・ 8-2の混陪）

8-1 灰色シル 1、 IOY 6/ I （ほとんど細砂に近い）

8-2 濁オリープ灰色砂 （柏物含む）

8-3 濁灰オリー プ色シル 1、 7.5Y4/2 （薄いシルトと砂の互陪、植物多く含む）

第25図 l
石器

（太形給刃石斧）

ふ．，
.0 

第11図 3号溝 ・土坑 (S= 1 /40) 
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形状から、北西に流れる自然河川と判断される。但し、上位のシルト層が堆積する段階では水流はかな

り衰え、さらに上位に植物遺体層及び遺物包含層が浅いレンズ状の落ち込みを見せて遺構を被覆する

段階には浅い窪地状を呈していたものと推定できよう 。遺物は士器、植物遺体の他、木器・木製品、石

器•石製品が出土している 。 土器は弥生中期のもの、植物遺体は覆土下部から底にかけて散乱していた

自然木が大半である。底面の認定は、遺物が出土しなくなる ことを根拠にしたが、 土質は下部覆土とそ

う変わるものではない。本遺構の底面については、 mlでふれた以外の論拠を持たないが、遺跡の基盤

層下に存在する地形安定前の砂層に達しているものと解釈 している。

2 小結

m 2でも述べたように、検出された遺構は 4条の溝、土坑、河川である。このうち溝についてはいず

れも浅いものであるが、流向が東西、南北、北西・南東方向の 3種があり、覆土はシルト質の灰色系と

黒色系に大別される。 1・ 3号溝は流向がほぼ共通し、 4号溝とは覆土が共通し、 3号溝は土坑より新

しい。 2号溝は土坑、河川上位とほぼ覆土が共通であり、流向は新しい 4号溝と直交して、 4号溝は河

ソ

川に連結する。そして 2種の覆土は Ill3で述べた上下の遺物包含層に対応するものとなることから、遺

構の時期差と覆土の対応が認められる。遣構の時期を考える指針の一つとして提示しておきたい。
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第12図河川 (S=1 /100) 
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遺 物

1 土器・土製品

土器概説

出土した土器は、時期的には弥生中期と後期が中心である。当地域の弥生時代中期の土器は甕、壷、

鉢を基本器種とし、後出的に高杯が少量加わる。系統別では条痕文系、櫛描文系、凹線文系で主に構成

され、概ねこの順序で推移するが、それぞれの過渡期には共存する。この他に前半期まで沈線文系、後

半期から信州・ 東北系、そして近江系が加わる。ただし、沈線文系土器は器種的に広口壷、鉢に偏って

おり 、分布域をほぼ同じくする条痕文系土器を補うような存在と考える。また、信州・東北系土器は遺

跡単位での出土がごく微量にとどまり、近江系の土器も器種が甕にほぼ限られている。以上の 3系統の

土器は北陸においては基本的に独自で様式を形成し得ない系統といえる。

弥生時代後期の土器は甕、壷、鉢に高杯、器台が定量的に加わり、壷・鉢も精製と粗製に明瞭に区別

され、器種は多様化する。系統的には中期末に成立した凹線文系土器を母胎として山陰、丹後、近江地

方の様式を小地域差をもって取り入れつつ推移し、その末期には本遺跡も含む北陸南西部において、軽

量薄甕を有する地域性が強い独特の土器様式を成立させている。

弥生前期、中期末期から後期前半期、古墳前期の土器は存在するがごく微量と思われるので、ここで

は弥生時代の中期 （以前）と後期 （以降）という形で大別して説明することにしたい。

遺構出土 （第13図～第15図、図版 7.図版 8)

第13図は土坑出土で、全て弥生中期の土器。1~3は条痕文系の甕である。1は指沈線の 1条に引き

継ぎの盛り上がりが見られる。2は櫛描文系の調整と条痕文系の器形・胎土を持つ折衷土器と考える。

3は接点が複合する横連の綾杉文を持つ。4は条痕文系、 5は沈線文系、 6・ 7は櫛描文系の壷であろ

う。 6・ 7は同一個体と思われ、流麗な櫛描流水文を持つが、隙間に刺突文が配される等、畿内の櫛描

田`ん 'I'.ゞ 、ゞ

ぷ??告
¥翠迂心S心さ::

y 

ミ苓 .,

唸ミマ
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＼ > ゜
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第13図土坑出土土器 (S=l/3) 
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文系土器に比べると異質であり、むしろ沈線文系土器の影響が感じられる。

第14図は 3号溝出土で、弥生中期の土器 (1~5)と弥生後期の土器 C6 ~14)が混在する。 1~4

は条痕文系の甕。 1~3は意匠がかなり異なっており、 1の条痕地に山形の指沈線・端刻みに対して、

2は外面の条痕をなで消して指沈線・斜行文、 3は条痕を消し去って綾杉文としている。 5は櫛描文系

の壷。 6~9は甕で 6~8は有段口縁に擬凹線を施すもの、 9はくの字口縁をもつもの。 10は小径の

壷。 11・ 12は鉢。 11は精製鉢で高杯にもよく見られる形態である。 12は小型尖底の粗製鉢である。ほぼ

完形品で、口径10cm、器高6.1cmを測る。 13・ 14は器台としたが、遺存が悪く断定は控える。特に13は

調整が粗いので、大型の壷かもしれない。 15~19は底部。 15・ 16は肉厚で、 15は底面にヘラ引き痕が残

る。 18は胴部がタタキ調整であることがわかる。 19は精製の台脚である。 15・ 16は中期の可能性がある

が、 17~19はいずれも後期で、 17は甕、 18は壷、 19は精製の台付壷か鉢であろう。

第15図は河川出土で、全て弥生中期の土器。 1~5は壷で、 1~4は沈線文系、 5は条痕文系と思わ

れる。 1~3が口縁部で、 4・ 5は胴部。 4の文様は渦文、 5は円弧文であろう。 6は条痕文系の甕

で、指沈線で図形文様が描かれる。 7~18は櫛描文系土器で、 7~9は括れ・胴張りの小さい器形で厚

＜煤が付着していることから甕と推定した。 9は外面下半と内面を磨き、胴部中位に刺突を巡らす。

10~18は各種の櫛描文様を持つことから壷と考えたいが、 14~17には煤が付着しており、装飾が施さ

れる土器も煮沸に使用されると見なすべきであろう。 18は長頸壷の口縁部の可能性がある。 19は信州

系土器もしくは縄文土器と思われる。 20~22は底部である。正確な器種は不明であるが、 22や底部穿孔

の20は煮沸使用されている。 22については胴部との剥離面に炭化物が付着しており、胎土中にしみ込

んでいる。

下位遺物包含層・炭化物層出土（第16図•第17図、図版 9)

ほぼ河川の左岸でのみ見られる堆積層を一括した。弥生中期の土器（第16図•第17図 1~4) と弥生

後期の土器（第17図5~16)が混在し、後期の土器については上位遺物包含層と接合するものが多い。

第16図 1~8は壷で、 1~3・7・8は条痕文系、 4~6は沈線文系と思われる。概して、条痕文系の

壷は大型であり、沈線文系の壷は煤が付着する頻度が高い。 1は同一個体が多かったので、器形を復元

した。 5は粒の細かい縄文を区画内に充填したと思われる。 7• 8は器形に類例が乏しく、甕にも見ら

れる文様や、煤が付着する 7など、厳密に区別することが難しい。 9~11は甕で、条痕文系である。

12~14は条痕文系の底部で、底面に編物圧痕が見られる。第17図1は浅くて太い条痕とも言うべきや

や異質な調整が内外面に見られ、 2は円形の刺突文や竹管による山形文といった櫛描文以外の文様が

組み合わさっており、ともに条痕文系の壷として扱った。 3は櫛描文系の壷である。 4は櫛描文系の鉢

と思われる。 2段の綾杉文の上段は沈線が入るが、下段では見られない。端にも斜行文の痕跡が見られ

るが、磨減しており確実ではない。 5~11は甕で、 5~9は有段口縁に擬凹線を持つもの、 10は有段ロ

縁に無文のもの、 11はくの字口縁をもつものである。 12・ 13は壷。 12は甕との区別が難しいが、胎土に

砂礫があまり含まれないので壷と考えた。強いヨコナデによって有段口縁に似た形状をとる。 14は脚

で、おそらく高杯であろう。 15・ 16は底部。 15は5と同一個体と思われるので甕、 16はナデ調整が見ら

れることから壷と思われる。

上位遺物包含層出土（第18図～第24図11、図版10～図版15)

調査区に一連に堆積する遺物包含層を一括した。弥生中期の土器（第18図•第19図）と弥生後期の土

器（第20図～第24図7)が混在する。第18図ほ条痕文系、沈線文系と思われる士器。 1~4は条痕文系

の甕で、いずれも多条の指沈線を持つ。 5~13は条痕文系の壷と思われる。 8・ 9は三河系の受口状ロ

縁壷と通称されるもので、きわめて加飾性に富む。 10~13は胎土から判断したものであるが、 11~13は
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文様やハケに似た調整等で、櫛描文系土器の要素が多分に見られる。 14• 15は沈線文系の壷で、 14につ

いては無頸壷と思われる。 17~21は底部で、底面の編物圧痕が見られない20・ 21は胎土から判断した。

第19図 1~19は櫛描文系の土器。器形、胎土、固有の装飾、煤の有無から、 1~10・14・15は甕、 11~

13 ・ 16~ 18は壷と判断したが、小破片については断言できない。 1・ 2の端部ヨコナデ、 4のL字状ロ

縁、 8の鋭い頸部の屈曲といった特徴はいずれも当遺跡では僅少例である。ただし、 1・ 2は後期以降

に降る可能性もある。 20・ 21は信州系の土器で、 20は鉢、 21は壷か鉢と思われる。 20・ 21の胎土や質感

は、当地域では異質な存在であることから、搬入品の可能性がある。 22~29は櫛描文系の底部と思われ

る。底面は平坦なものが多いが、 26については明確に窪み底と認められる。

第20図～第22図9は甕である。口縁形態から、第20図～第21図9が擬凹線を施す有段口縁 (A)、第

21図10~22が無文の有段口縁 (B)、第22図 1~3が近江系の受口状口縁 (C)、第22図4~9がくの字

ロ縁 (D)に大別される。量比ではAが圧倒的に多く、 Bがこれに次ぎ、 C・Dは僅少である。 Aの中

では第20図 1~8のように口縁部が直線的、短い、頸部内面が屈曲する等の特徴を持つものは少なく、

ロ縁部が外反、端が細く尖る、頸部内面が筒状でヨコハケが入る等の特徴を持つものが主体を占める。

第21図8・ 9は他の倍以上の大容量甕と推定される。 Bは形態的にはほぼAに準じた内容であるが、ロ

縁部は全般に短めである。第21図21・ 22はBとしたが、磨減・剥離により Aと判別が難しい。また、 B

とした第21図11や、 Dとした第22図4・ 5等、 B・D間で判別が難しいものがある。第22図10~22は壷

である。 10~16は甕に似た器形をとり、 10以外は基本的な調整や胎土も甕と共通する。これらは19も含

めて煤が付くものが多く、機能的には甕と大差ないかもしれない。 17・ 18 ・ 20は精選された胎土を持

ち、 17・ 18はかなり大容量の壷と推定される。 21・ 22は肩部に櫛描文を持つが、薄手のつくりと器形か

ら、後期以降の壷と考えた。 23・ 24は蓋である。 24はほぼ完形で、口径5.5cm、摘み径1.9cm、器高 3cm 

を測る。第23図 1~8は鉢である。 1~ 4 ・ 7はミガキ調整の精製鉢で、それと比べると 5・ 6は粗製

である。 2 • 3は高杯杯部にも見られる形態であり、 7のように脚台が付く可能性もある。 8は多角形

の底部と思われ、底と胴に異なる編物圧痕を持つ。胎土から後期としたが、類例はほとんどない。 9~

18は高杯で、 9~12は杯部、 13~17は脚部、 18は杯・脚の充填部分である。 19~23は器台で、 19・ 20は

器受け部、 21~23は脚部である。高杯・器台について、煤・炭化物が付くものは破損後に蓋に転用され

たものと思われる。 24ほ容器の胴部を円形に打ち欠いて穿孔しており、紡錘車と思われる。 25はその未

製品であろう。 26は球状の土錘であり、直径3.3cm、孔径0.6cm、重さ29.3gを測る。第24図 1~11は底

部である。底径は大小あるが、底面は窪み底の 5を除いて概ね平坦である。器種は 3・ 9の壷以外は、

甕か粗製の壷・鉢であろうという程度にしか判別できない。

その他（第24図12~16、図版15)

調査区とその周辺から採集されたもの、調査区を覆っていた砂丘砂から出土したものを一括した。全

て弥生後期の土器であり、第24図12・ 13は甕、 14~16は器台である。
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2
 

石器・石製品

石斧 （第25図、 圏版16)

第25図 1・ 2は磨製石斧で、弥生時代に通有の大陸系磨製石器の一つ、太型蛤刃石斧である。1はほ

ぼ完存 し、硬質な石材に研磨光沢を持ち、重量感に富む優品である。断面楕円形の厚斧で、偏刃であ

る。主面の一方で、斧主軸に直交する深い線状痕とそれを境として刃部側へ剥離されたらしい平坦面が

見られる。柄装着のための造作であろうか。 2は基部を欠くが、 1に比べやや小型品らしく、また主面

・側面を分かつ稜をもっており、より扁平に感じられる。やや風化が進んでいる。

3~11は打製石斧である。河川礫を素材とし、 主面の一面が剥離面、もう 一面が自然面で、刃部より

むしろ側縁を主に剥離調整する技法的な特徴は一致している。平面形は概ねバチ形を呈するものと思

われる。 3・ 4はほぼ完存するがその他は欠損が著しい。欠損したものの基部と刃部の判別は難しい

が、幅狭のものや厚みがあるものを基部と した。5~8は基部、9~11は刃部である。8は基部端も欠

損しているが両側縁の剣離痕から打製石斧と判断した。

剥片・石核 （第26図 1 ~ 4• 第29図、図版17 ・図版18)

第26図 1・ 2は河川礫を素材とする剥片で、剥離面と 自然面が表裏をなし、縁は薄 く尖る。 1は長辺

方向の薄い方の縁に細かい剣離調整が見られ、刃部と認識できる。さらに剥離面・ 自然面の両方で刃縁

に沿った光沢が観察でき、植物を切断した使用痕と思われる。2は 1の小型版ともいうべき形状である

が、1のよ うな使用痕は観察できない。3・ 4はD9区で基盤層に重なって突き立った状態で出土 した

同石材の条l片と石核のセッ トである （第11図）。石鏃等の小型打製石器に使用される石材であるが、

4の石核とも石器素材を剥離させた痕跡はほとんど見られない。石器製作に備えて石材を確保

3
 

の剣片、
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しておいたのだろうか。第29図は小型の石核・剥片である。原石の加工状況から、 1~15は剣片、 16・ 

17は石核とした。 3は図の上端に明瞭な剥離痕、下端には不規則な剥離痕が見られることから楔と考え

られるが、あまりにも小型であり、下端の剣離痕が鮮明でないことから、使用によって折損している可

能性がある。なお、 1 ・ 4は緑色がかった石材であり、玉剥片の可能性がある。

砥石・軽石（第26図5~8 ・第28図、図版16・図版17)

砥石には角柱状と板状の形態が見られるが、欠損が多い上、使用によってすり減っていく性質である

ため、明確な区分ではない。第26図2は使用面が窪んでいるようで、縁が盛り上がって見える。 3は主

面の一面に複数方向の線状痕が観察できる。 4は使用面に緩やかな反りが見られる。

軽石は総じて不定形であるが、摩擦面の数によって 1面のもの（第28図1~5)、2面で隣接するも

の (6~10)、2面で表裏となるもの (11~13)、3面のもの (14)、 4面以上でほぼ全面に及ぶもの

(15 ・ 16)に分類できた。

すり石類（第27図、図版17)

摩擦痕、敲打痕を持つ河川礫を一括する。第27図1は主面の一方が摩擦面となり、側面に敲打痕が顕

著に見られる。敲打痕は図の上下端が左右端よりも明瞭で、大きい。 2は主面・側面とも敲打痕が見ら

れ、図の上半は敲打によって表面が剥離したと思われる。 3は側面に敲打痕が見られ、特徴は 1と共通

する。 4は表面がやや風化している。 4• 5の使用痕は肉眼ではよく観察できなかった。

小型打製石器（第30図1~11、図版18)

第30図 1~8は打製石鏃である。基部形態では 1は凹基、 2は平基、 7・ 8は有茎に区分される。

3~6は基部の凹凸が明瞭でないため平基とするが、 5については端が欠けてまだ細く伸びそうであ

り、凸基となる可能性もある。体部の形状では 1・ 2 ・ 6 ・ 7が三角形、 3~5は柳葉形、 8ほ五角形

を呈する。長幅比は 2~5・8が2倍を超えるが、 1・ 6 ・ 7は下回り、前者は細長く見える。 2は直

線的な側縁が丁寧に調整されている。 6は全体的に調整が雑で、未製品かもしれない。 7は透明度は低

いながらもガラス質の石材を唯一使用している。サイズ的には 2と8が突出しており、ともに全長 3cm 

・重量 2gを超えるものとなっている。 9・ 10は石錐。 9は三角形のつまみ部を有する。 10はここでは

錐としたが、現状では用途を特定できない形態である。類例は羽咋市吉崎・次場遺跡、金沢市藤江B遺

跡にある。 11は石匙。弧状を呈して内弧・外弧ともに刃部が作り出されている。類例は羽咋市柴垣・須

田遺跡の他、縄文時代ならば加賀市藤ノ木遺跡、金沢市笠舞遺跡等にある。

玉（第30図12~23、図版18)

第30図12~15は管玉である。すべて両側穿孔品と思われ、 14は孔径がもっとも大きく器壁が薄い。 15

はきわめて微小なもので、水洗選別によって得られている。 16~21は玉製作の行程で生じた剥片であ

る。 16・ 17は角柱状を呈するもので、施溝分割痕が残る微小な16は管玉製品に近似している。施洞分割

痕は19にも見られる。 22・ 23は石核で、 23は質の悪い部分を残して石材を剥離したものと思われる。

3 木器・木製品

量的には少なく、図化できたのは第31図•第32図（図版15) に掲載した10点である。樹種については

VI 3に詳しい。第31図 1は薄い板材で、断面は年輪に沿った弧状を呈する。用途は不明だが、水路堰等

に用いられた矢板材と推測する。 2は細長い角材で端の一方は折れている。 3は薄い板材の中程に略方

形の孔が穿たれている。折れて深く入り組んだ部分も孔となる可能性があろう。形態から直柄と組合わ

さる農具で、えぶりか又鍬の類と考えている。 4•第32図 1 は丸木弓である。 4 は規模的には短弓、形
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態的には直弓に分類される。中程に一部樹皮が遺存し、端の一方には両側から切り込んだハズが設けら

れている。第32図 1も短弓で、形態は緩い弧状を呈する湾弓である。端の一方は裂けており、もう一方

は尖っている。 2• 3は木鏃である。ともに茎を持つ独楽状の形態を呈し、器面に手斧様の調整痕が観

察できる。 2は先端を三方から削り落として鋭く尖らせている。 4も鏃状の製品である。剖り込まれた

基部で他の製品と組合わさるのかもしれない。木鏃と分類される製品は詳細な用途は不明ながら、北陸

では加賀市猫橋遺跡、志雄町荻市遺跡、金沢市梅田B遺跡、富山県上市町江上A遺跡で出土しており、

時期的には弥生後期に集中するようである。全国的にも数は多くないが類例はある。ただしその形態は

「鏃」と一括して扱うには疑問が残るほどバラエテイーに富んでおり、今後詳細に検討されるべきと考

える。 5は火錐臼である。両端が折れた細長い角材で、確実な火錐穴は 1箇所である。一方の端には深

く細い剖り込みが見られ、何かの組み合わせ材を転用したものと思われる。火錐臼が存在することに

よって前述した短弓は舞錐弓となる可能性もある。 6は長方形の板材で、板の三隅と長辺のほぼ中央が

穿孔され、うちー隅では大小の孔が並ぶ。こうした特徴は紐結合の指物箱に見られ、箱の側板となる可

能性がある。北陸での類例は僅少で、金沢市畝田遺跡から出土している程度であろう。
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4 生物遺体

生物遺体は動物、植物に大別できる。動物遺体は小型種の二枚貝の貝殻が 1点、動物骨片が183点あ

り、動物骨片はシカと鑑定されたものが多く、また被熱を窺わせるものも多い。詳細はVI2にまとめら

れている。植物遺体は遺跡の土壌中に無数に含まれていたが、遺物として得られたものは自然木、果

実、果核、種子である。詳細はVI4、及び自然木の樹種についてはVI3にまとめられている。

遺物観察表凡例

［図 No.]左に挿図番号、右に挿図内の遺物番号を表示した。第 1図 1ならば「 1-l」となる。

［出土位置］遺構出土の遺物は遺構名、それ以外の遺物は出土したグリッド名を判明している限り

表示した。ただし遺構のうちで河川については範囲が広いため両方を併記した。

［層 位］遣構出土の遺物は覆土、それ以外の遺物は遺跡の基本層序の層位を示した。

［器 種］ V1 ~ 3の文中で示した大まかな分類に準拠した。

［調整・文様］土器・土製品について記載した。内外面で大別して外面から示し、「，」で区切った。

ロ縁から底までの各部位は細別して上位から示し、同一部位での調整・文様の重複は

施入の古い順に示し、「・」で区切った。櫛描文については文様種を略称して（ ）書き

した。外面胴部がハケ調整で櫛描直線文を施している場合は、「外面胴ナデ・櫛描文

（直），」となる。

［色 調］土器・士製品について記載した。色彩と名称は新版標準土色帳に準拠した。内外面で異

なる場合は外面から示した。器面の本来の色調を重視し、被熱、塗彩、付着物、黒斑等

の色調は極力除いた。

［胎 土］土器・土製品についてのみ記載した。粘土地に含有される砂礫の粒径と量、その他特徴

的な含有物について主に裸眼で観察した。砂礫は概ね粒径 2mm以上を L、 1 mm前後を

M、0.5mm以下を Sとし、粉状のものをシルトと表記した。量は多・少の 2段階で示し

た。その他の含有物では角閃石、海綿骨片、雲母、焼土を示した。

［寸 法］石器・石製品、木器・木製品について記載した。実測図の縦方向をL （長さ）、横方向

をw （幅）、奥行きをD （厚さ）として測定。単位はcmで、読みとりは0.1cmまで。欠損

品については現存値を（ ）書きした。

［石 材］石器・石製品についてのみ記載した。輝石安山岩、緑色凝灰岩、軽石凝灰岩については

既報告（県埋文センター1988)の遺物を参考にして安が判断した。その他の石材につい

ては小島和夫氏の裸眼及びルーペ (X10前後）を使用した鑑定による。

［樹 種］木器・木製品についてのみ記載した。 VI3の通り、鈴木三男氏の同定による。

［重 量］石器・石製品についてのみ記載した。単位は gで、読みとりは0.1gまで。欠損品につ

いては現存値を（ ）書きしたが、剥片・石核についてはそのまま記載した。

［実 測 No.]実測原図の整理番号。遺物にも注記されており、実物との照合の便を図った。

［備 考］上記の項目で表示できなかった内容で、特記すべきことについて記した。
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第 3表 土器・土製品観察表

図No. 出上位置 層位 器種 調整・文様 色，淵 胎 I: 実測No. 備考

13-I 七坑 覆土 t．部 甕 外"li条痕，指沈線，内1hi条痕，端キザミ 灰黄掲 砂礫M多，海綿 A3 

13-2 ：l：坑 覆I:I:.部・下部 甕 外il1iハケ， 1勺頂iナデ 褐灰 砂礫LM多，海綿 Al 煤

13-3 上坑 覆土上部 甕 外1紺ナデ・綾杉文，内面ナデ，端キザミ にぶい橙 砂礫M少S多、焼t Al6 

13-4 I：坑 覆土 壷 外面条痕 ・i:t線間櫛描文（波）．内面ナデ． にぶい黄橙 砂礫L少M多 A2 

端キザミ

13-5 t坑 覆t <i,1 外~Ii沈線 Ill)刺突．内面ナデ にぶい数褐 砂礫M多．海綿 A74 赤彩痕

13-6 土坑 覆土 壷 外llIiナ・ア・櫛描文（直・流）．刺突， l勺l葡ナデ 外面赤／火，内 砂礫LM多 A6 
面1天褐

13-7 l：坑 覆士上部 壷 外Dliナデ・櫛描文（直・流）．内面ナデ 外面赤灰．内 砂礫LM多 A5 
面灰褐

14-I 3号溝 覆土 甕 外IIIi条痕・指沈線．内面条痕 灰黄 砂礫 LM多，海綿 A45 

14-2 3号溝 覆t 甕 外lfli指沈線・斜行文．内面条痕 外面11'.貨褐， 砂礫M多，海綿 A44 
内ifii褐/'I(

14-3 3号溝 覆t 9箭 外ffii綾杉文．内面ナテ・ 灰黄褐 砂礫LM多，海綿 Al7 

14-4 3号溝 覆上 汽.... 外liIi条痕， I勺面ナデ 外面にぶい橙． 砂礫LM多．海綿 A86 煤

内面褐

14-5 3号i/1i 覆土 ii,1 外[fliナデ． 1J..1面ナデ，端斜格子刻み 灰黄褐 砂礫LM多 A52 

14-6 3号溝 覆土 甕 外Ihiヨコナデ・擬凹線，内面l_1ヨコナデ・頸 灰貨l勺 砂礫M多 C5 
ケズリ

14-7 3号溝 覆t 甕 外1紺ヨコナデ・擬凹線．内面ロヨコナデ・指 灰I‘1 砂礫MS多，シルト， C4 
,,:．痕・頸ケズリ 海綿．共母

14-8 3号溝 覆t 甕 外面ヨコナデ・擬凹線．内面［］ヨコナデ・指 にふい橙 砂礫MS多 C90 煤

11:．痕．頸ケズリ

14-9 3号溝 覆上 甕 外!fliハケ．内面ハケ，端ヨコナデ 浅黄橙 砂礫MS多 C54 煤

14-IO 3号溝 覆土 9,it 外iliiミガキ，内面ナデ，端ヨコナデ にぶい黄橙 砂礫M少S多 C8 赤彩痕

14-11 3号溝 覆i・- 鉢 外Iiiiミガキ， I勺面ミガキ 黒～赤褐 砂礫MS少，シルト Cl 赤彩

14-12 3号ii'I/. 覆七 鉢 外lhiハケ，ヨコナデ，内面ナデ，ヨコナデ 外lfiiにぶい黄 砂礫LMS多，海綿 C2 
橙， lJ..llfli／火褐

14-13 3号溝 覆土 器台 外Ifliハケ・ヨコナデ，内面ヨコナデ 浅黄橙 砂礫M多 C7 

14-14 3号溝 覆i: 器台 外ihiミガキ，内面ナデ 県褐～明褐I仮 砂礫M多，シルト，海 Cl39 

綿

14-15 3り構 覆七 底部 外1f1iハケ・ナデ、内面ハケ・ナデ 外面灰黄， 砂礫L少MS多 CI33 煤

内頂i灰褐

14-16 3サ溝 覆I: 底部 外面ハケ・ナデ、内面ナデ にぶい貨橙 砂礫M多，シルト， i毎 AIO 
綿

14-17 3サ溝 覆土 底部 外1f1iナデ， 1J..1面ケズリ 外面にぶい橙 砂礫M多S少 C3 煤．炭化物

，内lf1i/夭褐

14-18 3号溝 覆土 底部 外Uliタタキ，内面ナデ にぶい橙褐 砂礫M多 A85 底面池脂

14-19 3サ溝 覆土 脚祁 外［紺ナデ． 1勺面ハケ・ナデ・底ミガキ にぶい橙 砂礫M多｀海綿 C6 炭化物

15-I 河川 (C7区） シルト～砂附 壷 外ni沈線．内面ナデ 黒褐 砂礫MS多 A40 煤

15-2 河川 (F8区） シルト～砂層 壷 外面ナデ・沈線・隆帯・刺突充填．内面条痕 灰黄褐 砂礫LM多 A72 

15-3 河Ill(F8区） シルト層 壷 外面刺突，内面ナデ 明褐灰 砂礫M多 Cl42 

15-4 加JIii(E9区） シルト～砂層 壷か鉢 外直iナデ・沈線．内面ナデ 黒 詳細に観察できず A81 煤，炭化物

15-5 河川 (F8区） シルト～砂層 壷 外ifli条痕・櫛描文 11111)．内面ナデ 外面黒褐，内 砂礫LMS少 CI41 煤

面灰褐

15-6 河川 (D8区） シルト～砂層 売 外Ihi条痕・指沈線，内面ナデ にぶい橙 砂礫M多，海綿 A57 煤

15-7 河Ill(F8区） シルト～砂層 兜 外面ハケ， 1勺面ハケ，端キザミ ,,,IH8 砂礫LM多 A56 煤

15-8 jri//11 (E8区） シルト～砂附 兜 外訓ハケ． l村面ナデ．端キザミ .'l.＼褐 砂礫M多 A84 煤

15-9 河川 (E8区・ シルト～砂附 甕 外1f1iハケ・ミガキ・刺突．内面ミガキ，端斜 灰褐 砂礫MS多，角l閃石 A60 煤

F8Iえ） 格f・キザミ
15-IO 河Ill(ES区） シルト～砂層 壷 外~Iiナデ・櫛描文（縦直）， lAltliiナデ．端二対 灰褐 砂礫LM多 A47 

キザミ

15-11 河川 (F8区） シルト～砂培 壷 外1f1iナ・ア・櫛描文（直）．内面ナデ 褐 砂礫LM多 A66 

15-12 河川 (F7区） シルト～砂陪 壷 外Ihiナデ・櫛描文（直）．内面ナデ 外面にぶい黄 砂礫MS多 A63 

褐、内ui暗褐

15・13 河Ill(E9[メ.） シルト～砂層 壷 外面ハケ・ 1{［線文（簾・直・波）．内面ナデ 灰黄褐 砂礫MS多 A77 

15-14 河川 (E9区） シルト～砂吊 壷？ 外Illiナデ・櫛描文（直． i皮），内面ハケ 褐灰 砂礫M少，シルト A83 煤

15-15 河川 (E9区） シルト～砂料 哨？ 外由iナデ・櫛描文（波・直・簾）．内lfiiナデ 灰貨褐 砂礫LMS多 A31 煤

15-16 河川 (E9区） シルト～砂層 壷？ 外血ハケ・櫛描文 (It[）・刺突．内面ナデ にぶい黄褐 砂礫MS多 A89 煤

15-17 河川 (E9区） シルト～砂吊 噌t? 外頂iハケ・櫛描文（直）．刺突，内面ナデ にぷい貨褐 砂礫MS多，シルト A88 煤

15-18 河川 (E8区） シルト～砂層 哨 外面櫛描文（波）．内面ナデ．端キザミ 灰黄褐 砂礫M多，角1閃石 A49 

15-19 沖Jill(E8区） シルト～砂層 壷 外川ii:t線縄文允填， l勺面ナデ にぷい褐 砂礫MS多，シルト A68 

15-20 iiif/11 (E9区） シルト～砂層 底部 外UIi朋ハケ・ナデ・底ナデ，内面ナデ 外1(ij褐11i.,I勺 砂礫LM多．角閃石 A28 焼成後穿孔，

1/1i黒褐 煤，炭化物面

15-21 河川 (C7区） シルト～砂層 底部 外lfiiナデ． I勺面ハケ・ナデ 外面1火l'l, lJ..1 砂礫S少 C38 

面黒褐

15-22 ii'JJI¥ (E9区） シルト～砂層 底部 外頂i底ナデ． l人l[fiiナデ 灰黄褐 砂礫LM多 A82 剥離面に炭化

物

16-I DIO区 下位遺物包含培 壷 外頂i条痕・爪刺突・突起． 1"11f1i条痕 灰黄褐 砂礫M多．海綿 All 

16-2 DIO区 F位遺物祉含附 壷 外面ナデ・凸{ji.ll•1J£. I人庫i剥離 灰褐 砂礫M多，海綿 A21 

16-3 CIO区 ード位選物包含"" 壷 外illi条痕．刺突． l勺lhi条痕．端キザミ・刺突 灰褐 砂礫LMS多 AI4 刺突

16-4 CIO区 ド位迫物包含附 壷 外面ミガキ． lメI繭文，内lfiiナデ 黒褐 砂礫M多 A93 煤

16-5 Cl(）区 下位遺物也含杓 壷 外iltiミガキ・縄文允禎・沈線，内iiiミガキ・ 暗褐 砂礫M多 A37 煤

沈線

16-6 CIO区 F位遺物也含肘 壷 外面ナデ沈線，内1hiナデ 黒褐 砂礫MS多 A92 煤

16-7 B8区 炭化物吊 壷 外面ナデ・指沈線・綾杉文， l勺lOi条痕・ナデ 灰黄褐 砂礫LMS多 A48 煤

16-8 C8区 下位遺物位含培 壷 外頂iナデ・綾杉文， l勺面ナデ 褐灰 砂礫LM多．海綿 A46 

16-9 DIO区 下位遺物也含附 甕 外lhi条痕，内I/Ii条痕・ナデ．端キザミ にぶい褐 砂礫LM少．シルト A27 煤

16-10 EIO区 ド位遺物也含料 甕 外川i条痕， l人ll葡条痕，端キザミ 外面褐11<.,I勺 砂礫M多，海綿 A39 煤

面1:/i褐

16-11 CIO区 下位遺物他含培 甕 外爪i条痕．内川iナデ 暗褐 砂礫L多 A24 煤
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図No. 出上位骰 培位 器種 調整文様 色潤 胎 I: 実測No. 偏考
16-12 D10区 F位逍物包含培 底部 外面胴ナデ・底編物1輝i.l勺l葡ナデ 外面橙，内1hi 砂躾MS多．海綿 Al8 

にぷい褐
16-13 DIO区 下位逍物包含培 底部 外面i朋条痕・底編物11:1/i,/AJ1f1iナテ・ にぷい褐 砂煤 LM多．海綿 Al9 
16-14 D10区 F位逍物包含培 底部 外1J1i脱条痕底編物／1．：．痕．内面ナデ 外面褐灰， 砂蝶MS少．海綿 A20 炭化物

内lffiにぷい褐
17-I CIO区 下位遺物仕含培 ,,祉 外I(ii条痕，内頂i条痕 明褐1火 砂礫 LM多 A38 
17• 2 CIO区 下位逍物也含培 9 ~1 ” 9 9 外1t1iナデ・刺突文・山形文櫛描文 （直 ・ 外Ifii.'l.＼褐， 砂礫M多 Al3 煤

波）．内I(iiナデ 内lfii褐
17-3 C9区 下位遺物包含i}1 9→E 9 外Iliiハケ ・櫛描文 （直 ・波・縦直）．内ihiハ 外頂iiこぷい貨 砂礫M多 A69 煤

～炭化物培 ケ 褐 l人l!fiil火褐
17-4 881ヌ 炭化物培 鉢 外1fli粒杉文．内面ナ戸端斜1r文？ If.貨 砂煤 L少M多 A42 
17-5 DI(）区 Ff立逍物包含附 甕 外1m11ヨコナデ凝l"I線・胴ハケ． I人）［(jj「Iヨ 1こぷい樅 砂媒M多 C66 17-15と同一個休

コナデ頚ミガキ ・1肘ケズリ

17-6 D101を ド位逍物包含培 癌』 外1f1iヨコナデ ・凝凹線．内1fiiヨコナデ ・指Ii・ にぷい貨橙 砂礫M多 C76 
痕．頚ハケ

17-7 DJOIヌ 下位逍物包含培 央 外1f1iヨコナデ ・凝凹線．内1f1iヨコ ナデ !Wr にぷい椛 砂礫 L少M多 C77 
ズリ

17-8 B8|メ． 炭化物培 甕 外1/1ilIヨコナテ ・凝1111線 11,1ハケ，l人11/iillヨ 灰貨褐 砂礫MS多 Ci(J4 煤
コナデ ・指IT:．痕胴ケズ リ

17-9 DI(）区 F位逍物他含K{ ” ゃ
外1f1ilIヨコ ナ・ア 凝1111線・ 11,1ハケ．内［葡IIヨ 浅貨椅 砂礫M多 C74 煤
コナデ ・指/Hi /I,1ケズリ

17-10 DI(）区 ド位遺物也含培 売 外l(iiヨコナデ．内1nillヨコナデ II月ケズリ にぷい貨樅 砂楳 L少M多，角1刈石 C75 
，焼 I.

17-11 B8IX: 炭化物培 癌ゃ 外1f1iヨコナデ ・ハケ．l勺1f1iヨコナ・ア にぷい椅 砂躾M少S多． シル ト C53 煤
17-12 D10区 Ff,［選物包含1;1 .；,・，tか克 外lftiヨコナデ． 1人廉iヨコナデ 没黄椛 砂躾MS少． シルト． Col 

焼 I.
17-13 DJOIえ ＂立迎物a含培 S-9I9 ! 外1t1iナデ ,11，帝キザミ．内1t1iナデ 外lfii浅貨橙， 砂礫 L少M多，焼!・., C62 

内1f1ilこぷい褐 海綿
17-14 DJOI,{ ド位：逍物包含培 脚部 外1t1iミガキ．内1fiiハケ ・ヨ コナデ にぷい黄椛 砂礫MS少 C19 透{L
17-15 DIOIえ 下位逍物a含培 底部 外IlliIIHナデ ・底ケズリ，内l[Iiケズ リ にぷい橙 砂礫M多 C66 17-5 と 同•個体 9
17-16 E9区 炭化物培 底部 外lfli胴ハケ ナデ ・底紀サ 「x」.l勺[/Jjナデ 外lfli.1.＼褐．内 砂礫M多 C56 外川i.'・・旧斑が覆う

1f1ilこぷい貨橙
18-I DIOIメ． 日立遺物也含培 虫ュ 外1/1i条痕指沈線．内1/11条痕 灰褐 砂媒M多． i揺： A4 煤
18-2 DI(）区 l:.f妬逍物包含K-1 史 外1f1i条板指沈線，内IfIiナデ にぷい黄樅 砂牲 LM多 A50 煤
18-3 CIOIヌ 1位遣物也含附 売 外1f1i条痕指沈紺，内1f1iナデ にぷい褐 砂株MS多 A87 
18-4 DIO区 /・.f,t:逍物包含K'1 甕 外lfli条痕指沈線．内lfli条痕．端キザ ミ 褐1火 砂i!l!M多．海綿 A23 煤
18-5 D10区 I・位造物蝕含1i1 ‘'it 外1f1iナデ II消i, I人11hiナデ 外面黄If..IりI蘭灰1'1 砂ぼ LM多．海綿 A54 
18-6 C9IK ・ D51え lこ位逍物a含K.,1 .，1・il 外Ifii条痕 ・ナ・ア・ li'Aii.I勺1l1i条板 ナデ端 1火貨褐 砂礫 LM多．海綿 A35 

［ l -痕

18-7 D!01,{ _l:．位：遺物蝕含1;1 、i,, 外1f1i ナデ・ I ', ．~,;- Ii:．扱， l勺lfiiナ・ア，端Ii:痕 にぷい黄褐 砂様LM多．海綿 A22 
18-8 D10区 '・.f,i：逍物也含培 ,̀・,t 外IfIiナデ櫛1；；；文 （弧 IX:［貞i) 刺突，内1f1i 褐 砂礫 L少M多，角l刈 A30 河川と接合

ナテ・ れ，海綿
18-9 E8区 ヒ位逍物也含附 ・J,i. 外lfIi櫛描文 （直・弧凝i点） キザミ，内1f1i 灰没褐 砂i,!M多S少 A51 

ナデ，端キザミ

18-IO DI(JIメ ,-_f立逍物也含Ki ',i~~ 外1fiiナ・ア ・沈線，内1f1iナ・戸端刺突 .’.,・!；褐 砂煤M多 Al5 
18-11 CIO区 ！’.位追物位含培 "→9E .， 外lfiiハケ ・櫛描文 WI?).1J..J1fliハケ・ナデ にぷい橙 砂楳 LM多 A70 
18-12 D101ヌ le．位逍物也含培 ·ー,11•9 ,・ 外1f1i条痕・櫛描文 (Iii?),1<11f1iナデ にぷい褐 砂礫M多 A75 煤
18-13 E9lえ I.{如：逍物他含培 ，，，・,, 外llii櫛描文 （波・直），1kIIfliナ・ア 褐1火 砂礫 LM多，焼 l.：塊 A73 
18-14 DI(）区 '→．位逍物鉱含培 .，1'，t 外Illii:t線・突起，内1f1iナデ 外1r1iにぶい褐 砂礫M少 A59 穿・-/L

, I人IIili,'且褐
18-15 G6区 邸'I.逍物但含培 ,j,i 外1l1iナ・ri:t線・刺突允J孔，内rlriナテ’ 外lfli,’'1．＼褐，内 砂牲 L多 A7 煤

1l1iにぷい褐

18-16 C91<: ・ CJOIメー l.f;［近物は含培 体 外1f1i条Ii{.I勺Ihiナデ・ 1袋杉文．沿キザミ 1火貨褐 砂楳 LM多 A41 
18-17 C81メ． J・.f立逍物也含附 底部 外1f1illelナデ・底編物II:1ji.i).,llii峠1j雄 にぷい褐 砂煤 LM多 A90 
18-18 C9（え 1位逍物位含培 底部 外1f1ilJpj条板・底編物II:1j!．1J..IIhiナテ' 外lfi褐灰． l勺 砂牲M多S少，海綿 A36 

liii.’l.1，褐
18-19 F81え l；位逍物他含i,V, 底；¥li 外I(liIIH知ji.1氏編物（,.痕．内1hiナテ’ にぷい椛 砂礫 LM多 ． ii~綿 A55 
18-20 Cl(）区 le．位辿物也含k,1 底部 外[(liナ・戸 内[hiナデ 賠If.iii 砂保M多 Cl 16 
18-21 D81メ・ l・f立逍物鉱含培 底hl: 外1f1iナ戸 内1f1iナデ 外rfriにぷい橙 砂i!l!M多， ii絲： A65 

• IAJI(li褐1火
19-I D81!<: l・.f,r．逍物包含i:1 “^ [ 外1r1iナデ． l勺1!1iナー戸端ヨコナデ 褐 砂躾MS多 C49 煤
19-2 C91メー 邸i：逍物也含培 央 外I(liハケ ナデ． l人(I(Iiハケ ナ・戸端ヨコナ 貨橙 砂楳 L少M多 C59 

デ

19-3 C91え I・位 逍物位含);,j ら」 外1f1iハケ ・櫛描文 (l(I:），l人IIlliハケ ・ナデ にぶい橙 砂礫M少S多 C51 煤
19-4 C9lX: l:．位逍物包含培 売 外1f1iナデ？内lfllハケ ナデ，嬬キザミ 灰黄褐 砂朕M多S少 A33 煤
19-5 C6lメー I―.1、9,：逍物但含培 虫』 外1(1i1ヽケ．内Ihiハケ．端押It:．波条 にぷい貨橙 砂ぽM多S少 A8 煤
19. 6 D101え l•位追物他含培 売 外liliハケ．内[(11ナデ．端キザミ 浅貨橙 砂礫M少S多．海綿 C52 
19-7 F7lえ l・f立逍物也含培 “ .... 日 外1t1iハケ，1J..11t1iハケ ，ナ一戸端キザミ にぷい貨橙 砂礫M多 A62 煤
19-8 C6区 I一．i立逍物也含培 売 外1frilIヨコナデ ・胴ハケ． I人llftiハケ．端キザ にぷい貨樅 砂朕M少s多 A9 

ミ

19-9 DIO区 I:．位逍物他含附 央 外liIiハケ．1人JIiiiナデ粒杉状キザミ にぷい褐 砂礫MS多，Iり1mi Al2 煤
19-10 F8!X: 1 •位：逍物包含培 “ ゃ

外I(liハケ．内[hiハケ ナデ 櫛描文 （波）． 灰褐 砂礫M多 A43 煤
端キザミ

19-11 F8[メー Li立逍物也含培 .,I．I， L 外lfliハケ ナデ．内Ihiハケ・木II押II・,端 I. 9こぶい椅 砂蝶MS多，シルト A53 
ドキザミ

19-12 DIOIメ： l・.f,'L逍物包含桝 ,,ii 外[(Iiナ・T,fAJ[fiiナテ．端キザミ にぷい褐 砂楳 LM多 A26 14-5と同 一個体

か
19-13 D71"- 上位迎物但含培 IヽI9マ,・・ 外1f1iハケ，内lfllハケ 端キザミ 外[[Ii褐1穴． 砂礫MS多．シルト A61 

l '-J1f1i l こ.,;; ,、 斗•<t

19-14 C91•: /・.f立逍物但含i；1 売 外1f1i櫛描 文 （直・簾 斜樹），内Ifliハケ にぷい褐 砂楳MS多．シル ト A80 煤
19-15 C91メ・ 邸＇f.逍物也含附 克 外1f1iハケ櫛描文 I[I°(), l'J lfliハケナデ 灰貨 砂牲MS多 A29 煤
19-16 E91><: l拉：辿物伍含i,、1 ,,',t 外1f1iハケ ナテ•,"r悶・キザミ． l人II(I i 桑LJ 離 にぷい凶樅 砂礫MS多．角l}］わ． A76 

海綿
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図No. 出上位置 附 f，'f・ 器種 調整・文様 色調 胎土 実測No. 備考

19-17 C7lg 上位遺物包含層 壷 外面櫛描文（直・波）． l勺面剥離 灰褐 砂礫L少M多 A67 煤．炭化物

19-18 E7区 I．．位遺物包含附 壷 外面櫛描文（也．．波），内面ハケ・ナデ にぶい黄橙 砂礫M多S少，シルト A71 

19・19 F8［え l:f'T．遺物位含陪 壷 外面ハケ・ナデ・櫛描文 (1的 ・刺突允瑣， 浅黄橙 砂礫M多 A64 

内iliiハケ・ナデ

19-20 E9区 1:1む迫物包含附 甕 外面ハケ・櫛描文（斜）， I勺面ハケ 黒褐 砂礫L少MS多 A91 搬人品？

19-21 D91え .I・・位遣物包含層 壷か鉢 外l面沈線・縄文充填・環浮文，内面ナデ 外面赤褐． 砂礫M少s多 A32 

内面赤1火

19-22 G3区 邸 t遺物位含附 底部 外面ハケ・ナデ．内1f1iナデ 外面にぶい 砂礫L少MS多，シル A78 

褐，内阻i黒 ト，海綿．

19-23 D8区 上位遺物包含培 底部 外面ハケ・ナデ．内頂iナデ にぶい橙 砂礫L少MS多．シル A58 

ト，海綿

19-24 DIO区 上位遺物也含層 底部 外面ハケ・ナテ，内面ナデ 外面明褐9夭， 砂礫L少MS多．角閃 A79 

内面/,Ji.褐 石

19-25 DIO［え k位遺物包含附 底部 外面刷ハケ・底ナデ， l勺面ナテ 外面にぶい橙 砂礫LM多． A25 湘脂

内面にぶい褐 海綿

19-26 D9区 上位遺物包含培 底部 外面胴ハケ・底ナデ． l勺頂iハケ にぶい褐 砂礫L少MS多 A34 煤．炭化物

19-27 C91え 上位逍物包含円 底部 外面ハケ・ナデ，内面ハケ 灰黄褐 砂礫M多．シルト． i毎 CllS 

綿

19-28 C7区 上位迫物蝕含料 底部 外面胴ハケ・ナデ・底ナデ・ヘラ痕，内1hi剥 にぶい黄橙 砂礫L少M多．海綿 C39 

離

19-29 DIO区 上位遺物也含層 底部 外面胴ハケ・底ナデ． l勺面ナデ にぶい貨橙 砂礫MS多．角lmi C63 

20-I C9(え I・.位遺物包含培 甕 外l紺ヨコナデ・凝凹線． l勺廊11ナデ・胴ケズ にぶい貨橙 砂礫MS多 C96 

＇） 

20-2 D10区 邸［遺物也含培 甕 外iliiヨコナデ・凝Illl繰 l人11r1111ヨコナデ，胴 にぷい依 砂礫L少M多 C98 

剥離

20-3 D10「メ： ート．IV．遺物包含附 甕 外面IIヨコナデ・凝L"I線・胴ハケ．内面IIヨ 橙 砂礫M多 C69 

コナデ・胴ケズリ

20-4 C7[え I・.位遺物包含附 甕 外面ヨコナデ・凝l"I線，内面11ヨコナデ・胴 にぶい貨橙 砂礫MS多 C119 

ケズリ

20-5 CIO区 •D10区 l:（立遺物包含培 甕 外面IIヨコナデ・凝I’’l線・胴ハケ．内廂IIヨ 浅い黄橙 砂礫M多．シルト．海 C68 

コナデ・胴ケズリ 綿

20-6 D8lメ・ 上位遺物包含培 甕 外面IIヨコナデ・凝1111線・胴ハケ． 1勺自il1ヨ 明褐I火 砂礫M多，焼t C9I 煤

コナデ・胴ケズリ

20-7 CIO区 上位遺物包含卜H 甕 外面ヨコナデ・凝凹線． l勺面IIヨコナデ・胴 にぶい黄橙 砂礫L少M多 C84 煤

ケズリ

20-8 DIO区 I..I、't．遣物包含培 甕 外面ヨコナデ・凝(lll線，内画IJヨコナデ・朋 黄橙 砂礫MS多 C94 

ケズリ

20-9 D7区 r.f{r.遺物也含附 甕 外面ヨコナデ・凝世l線．内面11ヨコナデ・頸 にぶい橙 砂礫M多 CI26 煤

ハケ，胴ケズリ

20-10 D10区 邸）：遺物包含料 甕 外lHi ヨコナデ・凝l~I線．内 Ihil―.I ヨコナデ指li: にぷい黄橙 砂礫M多 C71 

痕・胴ケズリ

20-1 I E9(込 上位遺物包含Kり 甕 外面1]ヨコナデ・凝1111線・胴ハケ，内lliillヨ 灰白 砂礫M多 Cl05 

コナデ・指IE痕．頸ハケ・胴ケズリ

20-12 C9IK 上位迫物包含附 甕 外面ヨコナデ・凝凹線．内面Uヨコナデ・指 灰白 砂礫MS多 Cl40 煤

圧痕・胴ケズリ

20-13 白 IR 上位迫物包含村 甕 外面IIヨコナデ・凝門線・胴ハケ．内面IIヨ 褐灰 砂礫MS多 Cl36 

コナデ・指If痕・胴ケズリ

20-14 CIO区 _1-．位遺物包含附 甕 外IIiiI.lヨコナデ・凝1川線・胴ハケ． l人llflillヨ 浅黄 砂礫MS多 C83 

コナデ・指圧痕．頸ハケ・胴ケズリ

20-15 ClO区 上位遺物鉱含k" 甕 外面11ヨコナデ・凝["[線・胴ハケ．内lflilIヨ にぶい橙 砂礫M多 C97 

コナデ・指1£痕・胴ケズリ

20-16 D10区 ti如遺物也含培 甕 外面ヨコナデ・凝凹線， l勺面IIヨコナデ・指 にぶい橙 砂礫M多 C78 煤

9t痕・頸ハケ・胴ケズリ

20-17 D8区 t-．位遺物絋含府 甕 外l葡[1ヨコナデ・凝I111線・胴ハケ，内I紺IIヨ 灰褐 砂礫L少M多 C93 煤

コナデ・胴ケズリ

20-18 C9Iえ KI立遺物a含層 甕 外面lIヨコナデ・凝凹線， I勺面IIヨコナデ・ にぶい橙 砂礫M多 CI09 煤

木[J押IE?

20-19 D10区 日，l:遺物包含層 甕 外面IIヨコナデ・凝凹線，内面rIヨコナデ 浅黄橙 砂礫M多，シルト，海 C79 

綿

20-20 C9[i{ I．．位逍物也含培 甕 外面ヨコナデ・凝凹線．内面ヨコナデ・指I{: 灰白 砂礫M多 C95 煤

痕

21-I D8区 邸t遺物也含培 甕 外面ヨコナデ・凝1"1線，内面ヨコナデ 灰褐 砂礫M多 Clll 

21-2 D10区 r．位遺物也含培 甕 外面ヨコナデ・凝凹線，内面ヨコナ・ア・指lt にぶい黄橙 砂礫M多 C88 

痕

21-3 D10区 1:.1、't．遺物包含層 甕 外面ヨコナデ・凝凹線， 1kJOOLIヨコナデ・ IE 明褐9火 砂礫M多．海綿 C87 煤

痕・胴ケズリ

21-4 D8区 I・・位遺物位含層 甕 外面ヨコナデ・凝門線． l勺面IIヨコナデ・胴 にぶい黄橙 砂礫M多 Cll7 煤

ケズリ

21-5 D10区 l:｛，)：遺物位含柑 甕 外iliiヨコナデ・凝門線．内!Hillヨコナデ・指 明褐1天 砂礫M多 C45 

II：痕・胴ケズリ

21-6 F6区 I'.．位遺物也含層 甕 外頂iLIョコナデ・凝凹線・胴ハケ．内面1-］ヨ にぶい橙 砂礫M多 C72 煤

コナデ・胴ケズリ

21-7 C8区 k位遺物仙含附 免 外面IJヨコナデ・凝l"l線・刷ハケ． l勺面LIヨ にぶい黄褐 砂礫MS多 C65 煤

コナデ・胴ケズリ

21-8 D6区 l：位遺物祉含附 甕 外面ヨコナデ・凝IU1線，内ifliIIヨコナデ・指 浅黄 砂礫M多 C9 

It痕・胴ケズリ

21-9 C9区 上位遺物包含附 甕 外面llヨコナデ・凝凹線・胴ハケ，内面LIヨ 明褐灰 砂礫M多 CIOI 

コナデ・ 111lケズリ

21-10 E7区 l：位遺物祉含附 甕 外liiヨコナデ．内頂iヨコナデ にぶい赤橙 砂礫M多，シルト， i毎 CI32 

綿

21-11 C7区 上位遺物位含培 甕 外廂ヨコナデ，内面ロヨコナデ・朋ケズリ 灰褐 砂礫MS多 Cl24 煤

21-12 D10区 ヒ位遺物位含層 甕 外頂iヨコナデ．内祖iヨコナデ 灰黄褐 砂礫MS多 C80 
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図No. 出土(i)：t在 培位 器種 講整・文様 色糾 胎 I; 実測No. 備考

21-13 C9区 上位遣物包含培 甕 外面ヨコナ戸内l面ヨコナテ・ 褐灰 砂礫M多．海綿 C89 煤

21-14 C6区 上位逍物包含附 売 外面ヨコナデ．内面ヨコナデ にぷい貨橙 砂楳M多，海綿 Cl28 

21-15 D9区 上位遺物包含培 甕 外面ヨコナテ‘. 1勺itl「Iヨコナデ・胴ケズリ 明褐IA 砂礫 L少M多，海綿 CI06 煤

21-16 C8区 上位選物包含培 甕 外1f1iヨコナデ．内ifijヨコナデ 灰貨褐 砂礫 L少MS多 C92 

21-17 C9区 上位遺物包含培 央 外ifiヨコナ・ア． l勺頂illヨコナデ 頚ハケ にぶい黄柁 砂礫M少，シルト，角 CI02 

閃石

21-18 E7区 上位遺物包含培 売 外mi[」ヨコナテ． ．胴ハケ．IAIIhi1_lヨコナデ・ にぷい黄橙 砂礫 L少M多 Cl31 煤

胴ケズリ

21-19 C9区 上位遺物包含附 売 外面ロヨコナデ胴ハケ，内面ロヨコナデ にぷい橙 砂礫MS多，海綿 Cl38 煤

胴ケズリ

21-20 F3区 上位遺物包含培 滋」 外面ヨ コナデ，内面ヨコナデ にぶい黄椛 砂煤MS多 C82 
21-21 C9区 上位逍物包含附 甕 外而ロヨコナデ ・胴ハケ，内面「lヨコナデ ・ 灰褐 砂茂M多 Cl03 煤，炭化物

胴ケズリ

2卜22 E9区 上位逍物包含培 央 外面ヨ コナデ，内面ロヨコナデ・頚l:I••1J'｛ . 19月 明褐1火 砂礫M多，シルト，海 CI07 
ケズ リ 綿

22-I D9IR 上位遣物包含培 甕 外miヨコナデ ・キザミ， 内lliiヨコナテ‘ 灰褐 砂礫M多 Cl25 
22-2 F6区 上位迎物包含培 甕 外面 ヨコナデ ・キザミ．内面ヨコナデ 灰褐 砂礫MS多 Cl7 

22-3 E8区 上位遺物包含烈 売 外面ヨ コナデ ・ハケ， 内面 ヨコナテ’ 黄褐 砂楳M多 C48 煤

22-4 C9区 上位遺物包含培 ”A ̀  外面iヨコナデ． 内而ヨコナデ 淡橙 砂礫MS多 C86 
22-5 C7区 I・.（如遺物包含附 甕 外面1:1ヨコナデ ・II目ハケ ，内ffli「lヨコナデ・ 貨褐 砂礫M多，シル ト，海 C46 煤

胴ケズリ 綿

22-6 CIO区 上位遺物他含培 甕 外iiil]Iヽ ケ・ヨコナデ・ lHIヽ ケ．内liij|I Iヽケ 淡黄・. 砂躾M多， fり1刈石 Cll3 煤

・ヨコナデ ．i1ナデ

22-7 D10区 t．位逍物包含培 撚」 外面l二lハケ ヨコナデ．内l葡「1ハケ ヨコナ にぶい負橙 砂礫MS多．シル ト， C50 煤

デ，胴1岳滅 焼土

22-8 E8区 上位遺物包含培 汽」止• 外面ヨコナデ．内面ヨコナデ 褐灰 砂礫 L少MS多．海綿 CIIO 煤

22-9 D6区 上位遺物包含培 汽」 外面LJヨコナデ 胴ハケ． l人IIfliロヨコナ・ア． にぷい貨柑 砂楳MS多． iり1刈石， CIO 煤

胴ケズリ 海綿

22-10 DIO区 上位逍物包含附 3〒庄99 外面lコヨコナデ ・凝lll.l線 11,1ミガキ．内面il] 橙 砂朕M少 S多，シル ト Cl(J(J 

ョコナデ，胴ナデ

22-11 C7区 上位逍物包含培 'ー"•9' 外 面 ヨ コ ナ デ 凝 凹 線，内面「lヨコナデ ，指 褐灰 砂礫M多．海綿 Cl20 煤

圧痕朋ケズリ

22-12 C9区 t位遺物包含培 n -•て 外而ヨコナデ・凝凹線，内而LIヨコナデ 指 淡黄 砂煤M多 C99 
圧痕．胴ケズリ

22-13 DI(）区 上位遺物包含培 "-,＇, ’ 外iiii ヨコナデ ・ 凝I~!線，内面ヨコナデ 柁 砂礫M多 CI23 赤彩

22-14 D10区 上位逍物包含培 壷 外而 ヨコナテ］内面ロヨコナデ 指IDii 胴 明褐灰 砂煤 L少M多，海綿 C70 煤

ケズリ

22-15 H4区 ・14区 上位遺物包含序 .9ー•1= 9 外ifiiヨコナデ，内面l二1ヨコナテ’,II，1ケズリ 灰黄褐 砂躾M多，シルト，海 Cl2 煤

綿

22-16 D10区 L位遣物包含序 引了19 外fffilこ1ヨコナデ頸ナデ，内面LIヨコナデ にぶい黄橙 砂罪M多．シル ト， 海 C60 
頸ナデ II月ケズリ 綿

22-17 E8区 上位遺物包含附 n'1( 外illi/1;t滅 l勺而 ミガキ にぷい貨橙 砂礫 LM多．シル ト． C42 

焼土，海綿

22-18 D8区 上位逍物包含培 亜 外面iナデ，内1mナデ 外il祁こぶい'I¥み 砂礫MS少，シルト ， C41 凸帯剥離

橙．内而府 焼土海綿

22-19 C9区 上位逍物包含培 !-I,I-， ( 外面ハケ ，内面iハケ ナデ にぶい黄褐 砂煤L少M多，海綿 C47 
22-20 H4区 上位遺物包含培 ·ー,11••，, 外1f1j/呆滅内iiiナデ l1'Ji.( にぷい橙 砂礫MS少，シルト， C14 

海綿

22-21 B8区 上位逍物包含培 ,，ーI•Iてs 外面iハケ ・櫛描文（波） ，内ifiiナデ 灰褐 砂躾MS多 Cl08 煤

22-22 E9区 上位逍物包含培 面： 外［葡ナテ，．櫛描文（波） ・斜行文，内I葡ケズ にぶい貨橙 砂i!M多 Cl5 
リ？

22-23 CIO区 上位逍物包含附 蓋 外liiiミガキ．内面ミガキ 外lfii褐灰，内 砂株MS少 C36 
而浅黄樅

22-24 C9!8 上位遺物包含培 裕． 外面iミガキ．内lfiナデ 橙 砂礫 S少 C81 赤彩． 方穿孔

23-I C7区・ C8区 _1-．f立遺物包含iけ 鉢 外ifii/＃滅．内jJijほ滅 にぷい橙 砂礫MS少．シルト． C35 
焼一I:.

23-2 C9区 上位遺物包含培 鉢 外[(liミガキ． l村Itiミガキ 淡橙 砂蝶MS少，シル ト C33 
23-3 D9区 上位逍物包含培 鉢 外面ミガキ，内面ミガキ 赤橙 砂礫MS少．シル ト． C34 赤彩

焼士，海綿

23-4 C8区 上位遺物包含培 沐 外iiiil袋滅．内面ミガキ 灰黄 砂礫S多．シル ト． 海 C37 赤彩

綿

23-5 D6区 上位逍物包含K1 鉢 外面ミガキ ，内面ミガキ にぷい貨橙 砂礫 LMS少．シル ト C32 

．海綿

23-6 C9区 上位遺物包含培 鉢 外ifliヨコナデ，内I(liヨコナデ 明褐1火 砂礫MS多，角閃石 C85 煤

23-7 E7区 上位遺物包含培 体 外面 ミガキ，内面ゑ1J雄 灰貨 砂礫M多 C22 台脚付き

23-8 D9区 L位遺物包含i{ 鉢？ 外而編物Ii:．痕，内面ナデ にぷい黄橙 砂躾M多，シ ルト． l毎 Cll2 角底？

綿

23-9 C8区 •E9区 上位遺物包含附 高杯 外ihiミガキ，内面iミガキ にぶい橙 砂楳MS少シルト， C29 杯部

海綿

23-10 D10区 上位逍物包含培 高杯 外ifiiミガキ，内1伽苔滅 外ihi浅黄橙， 砂礫M少，シル ト，焼 C24 杯部

内而淡柁 土，海綿

23-11 E8区 上位遺物包含培 翡杯 外面 ミガキ，「人Jff1iミガキ にぶい貨橙 砂礫M少， S多 C21 杯部，赤彩．ロ

椋剥離

23-12 G6区 上位遺物包含培 閥杯 外面 ミガキ，内l葡ミガキ 浅貨 砂礫MS少．海綿 C30 杯部，把手付き

23-13 C6IR 上位逍物包含培 tli杯 外而 ミガキ，内1面ヨコ ナデ，端キザミ にぶい故褐 砂礫M多 S少 Cl27 脚部． 炭化物

23-14 C6区 上位逍物包含培 甜j杯 外iliiヨコナデ ・ミガキ．l＊liliヨコナ戸端キ にぷい黄褐 砂礫M少 s多 C23 脚部

ザミ

23-15 C7区 上位遺物包含培 高杯 外面ミ ガキ． 内面 ヨコナデ 灰黄褐 砂楳 s少，シ ルト，海 C20 脚部，透孔

綿

23-16 C9区 上位逍物包含培 高杯 外Itiiミガキ．内面杯 ミガキ ・脚 ケズリ にぷい黄橙 砂礫M少 s多 C28 脚部，透孔二方

23-17 C8区 上位逍物包含培 高杯 外面 ミガキ，内面ケズリ・ナデ ハケ 灰黄褐 砂礫M多 C27 脚部

23-18 D9区 上位遺物包含培 翡杯 ミガキ 条痕．剌突 灰黄褐 砂礫MS少 C26 充槙部
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図No. 出土位置 層位 器種 調整・文様 色調 胎 I: 実測No. 備 考
23-19 C9区 上位迫物鉱含附 器台 外面ヨコナデ・凝l"J線．内面ヨコナデ 灰黄褐 砂礫M少 s多 C57 器受け部．煤，

炭化物
23-20 D10区 上位遺物包含層 器台 外面ミガキ．内自iミガキ にぶい橙 砂礫MS少．シルト， Cl22 器受け部，雨滴

海綿 透孔
23-21 C6区 上位遺物包含附 器台 外面ミガキ．内Iiiヨコナデ にぶい黄橙 砂礫M多 C31 脚部，透孔四方
23-22 C9区 I:．位遺物包含附/ 器台 外面ミガキ，内1h1ナデ にぶい黄橙 砂礫M少s多，シルト Cl37 脚部，炭化物

，海綿

23-23 B8区 上位遺物也含K1 器台 外面ミガキ・凝1111線，内lfiiヨコナデ・ケズリ 浅黄 砂礫M多，シルト， Cl8 脚部，透礼

海綿 四方？
23-24 D6区 上位退物包含K寸 上製品 外liiハケ．内1hiナデ 外面灰黄．内 砂礫M多，シルト， CI30 穿孔，紡錘車

面黄橙 海綿

23-25 D6区 上位遺物位含培 t製品 外面ハケ，内偵iハケ にぶい黄褐 砂礫MS多 CI29 紡錘車未製品

23-26 D8区 上位遺物包含附 t錘 ナデ 灰黄 砂礫M多，海綿 C73 穿孔
24-I D10区 上位遺物位含肘 底部 外面ハケ，内面ケズリ にぶい黄橙 砂礫M多 C58 
24--2 DIO区 r．位退物包含層 底部 外面胴ハケ・底ナデ． l勺面ケズリ にぷい黄橙 砂礫M多．海綿 C64 
24-3 F6区 上位遺物包含培 底部 外jfjj胴ハケ・ナデ・底ナデ，内面ハケ 褐灰 砂礫S多．シルト Cll 煤，炭化物
24-4 D10区 J:位遺物他含層 底部 外mi胴ナデ・底ハケ，内面ケズリ 褐灰 砂礫M多 CI34 
24-5 C9区 J'.．位迫物也含附 底部 外面胴ハケ・底ナデ．内i籠ハケ 灰黄褐 砂礫M多，シルト， i毎綿 Cll4 煤，炭化物
24-6 D10区 上位遺物包含培 底部 外面ハケ，内直iケズリ 灰黄褐 砂礫M多 C67 煤，炭化物

24-7 H4区 上位遺物包含Ki 底部 外i!iiミガキ・ナ・r，内面摩滅 灰黄褐 砂礫MS多，シルト， C13 煤

海綿

24-8 D10区 上位遺物包含屑 底部 外面ハケ．内llfiケズリ 淡貨 砂礫M多 Cl35 煤
24-9 H3区 k位遺物鉱含附 底部 外面胴ハケ・底ナデ．内面ナデ 黒褐 砂礫MS多，海綿 CI6 
24-10 D8区 上位遺物位含附 底部 外面ハケ，内面ケズリ 灰黄褐 砂礫M多 C40 煤
24-11 D9区 J．．．位遺物氣含附 底部 外面胴ナデ・底ケズリ，内面ケズリ 灰黄褐 砂礫M多 Cl21 
24-12 調査区周辺 採集 甕 外面11ヨコナデ，凝1111線， Ii月ハケ，内面ロヨ 黄橙 砂礫MS少，シルト， C55 

コナデ・指It痕．頸ハケ・胴ケズリ 焼I・ー，海綿

24-13 調査区 採集 甕 外頂iヨコナデ，内頂iハケ・ヨコナデ 褐灰 砂礫M多，海綿 C43 
24-14 調査区 採集 器台 外血ミガキ・凝("(級 IAJI籠ミガキ 灰l'.J 砂礫M少s多，角閃石 C44 器受け部
24-15 潤査区 砂Ii砂~" 器台 外面ハケ・ミガキ・凝l円線，内面ハケ・ミガ 灰黄 砂礫M少S多．角閃石 Cl18 器受け部．赤彩

キ

24-16 調査区周辺 採集 器台 外川iミガキ，内面ミガキ，端キザミ 淡橙 砂礫M少．シルト．焼 C25 器受け部

J: 
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第 4表 石器 ・石製品観察表

l~INo. 出 lAtin 培 f立 器 帷 寸法 (LXWXDcm) ＂f. 欣 ./ i 材 実測No. 偏 老
25-I DIO区 ドf立逍物己，”” 料製石斧 17 3X5 8X4 6 821 6 ひん宕 イIl 偏メJ.装祈痕？
25-2 F5区 日立逍物 .i , ，• TI 1/'i製{j斧 (114)X62X44 (446 7) 安Ill宕 ィ，2
25-3 F7区 ふ盤培1u:1, 打製わ 芹 22 5X 13 2X4 2 1195 4 角煤凝I火む < 13 
25-4 CIOIメ． l-,i迅t物己含培 打製.fi斧 172XII 6X29 623 4 汝：［ll右 ィ，6
25-5 C81~ ド立逍物己，子培 打製石斧 (6.0) X (7 8) X (2 8) (134 7) l凧示又石 ./， 11 
25-6 3,,1,1/ Ill ^ 打製9—i 斧 (I I 7)X(67)X40 (405 7) 安I.II右 {14 
25-7 D9え t・.l,i:．遺物el.,,培 打製9i斧 (63)X(617)XI 8 (89 I) 流紋宕 ィ，62
25-8 t坑 Ill ・ 1こ部 打製{~i 斧 (7.9) X (9.4) X 3 0 (296 5) 流紋宕 石5
25-9 CIO区 Fiff．逍物己f'”I 打裂石斧 (914}XI09Xi9 (258 7) 流紋'i; わ9
25• IO D9区 l_’.i，・f．逍物 <11. ,P,~ 打製石斧 (12 l)X8 9X3 8 (531 8) 女 Ill石 イ'i8
25・II CIOI~ 下 ，［選物包，9培 打製,i斧 (13 O)X 12 3X3 4 (386 5) 流紋石 .[i7 
26-I D8区 灰1t物培 剥l/r 147X98X26 419 3 安Ill石； i ] 1 2 メJi閉使用痕
26-2 09区 己Sりり～枯繋培 が1 } i • 74X9 JXI 7 118 6 安lll1; イilO
26-3 D9l><_ )f;盤培11:_1—. 玖l|I r 9 JX129X22 175 7 紺石及 l I I i• ; {i36 26-5と七ット11i上
26-4 09区 ｝と盛培II: r. れ依 80Xl4 IX59 557 6 料わ安Lil石 ,,35 26-4と七ット出J.:
26-5 D8IB: J：立遺物邑，＂n 砥1, (3 8)X(3 2)X3 I (33 7) l’・l石 イ128
26-6 E91を ift.化物培 砥{i (5.9)X(7 8)X I 6 (709) Jl布 イ152
26-7 E91~ r ii：遺物<JI.,,','/ 砥わ (7 O)X(5 3)X5.4 (147 3) 凝／火質Jiむ f,27 
26-8 河川 I E9~. I シル ト培 砥石 (8 2)X7 2X20 (167 4) 流紋：宕 わ63
27-I C8~ . k1ii：逍物'<l!.,ヽ，-m すり ./i灯l 12 6X8 6)(4 6 720 7 流紋ィ； 石16
27・2 E9 X 他：；；1;1～）＆盤附 すり｛渭l 84X83X41 386 I 砂府 hl3 Iii)［（111刃み
27-3 CIO凶 ード i)；逍物邑含ト•＇1 す 『）｛i類 163X88X55 1121 5 石炎安Illィi h 14 
27-4 河川 IE9区） シル ト～／iJ;柘 り石類 124XJOOX52 1367 4 安Iii石 わ34
27-5 1 11111 1 し F71~ I シル",Vl りイ渭l 14 !Xl23X57 1343 6 流紋石 {， 1 5 
28-I 3サ・1,1/ i没j_．． 粍ィ， 41X48X29 13 4 発石凝／沃ィi {190 
28-2 4‘'サI 1~; l VJ i紅 1 71X34X31 21 2 径ィi凝1天ヤ了 ,{，76 
28-3 C8~. I:.立9E 己，引培 ,f i, 30X22XJ6 24 H i凝／大宕 ィ，81
28-4 C8侶 1こ立迅t 辺，＂1 咤ィ， 34X3SXJS 25 ,di凝！火布 イi86
28-5 D9><. 1・.立逍 逗，，，-m tt,/， 50X42X24 104 怪石凝1火石 .(i88 
28-6 E8r~ I •• 、1逍 ，a．含9:1 しヒ石 35X35X36 96 全石凝1火ii イ＿i77

28-7 D9区 l -． v：巡 <!!,, ,,- ~•: It.イi 3 5X4.0X3 8 JO 7 .t,/i凝1火,, fi87 
28-8 DIO区 ド豆逍物＆含培 胚.{, 6 IX33X40 13 9 ！苓石凝1火ィ， イ189
28-9 C8区 灰1［物培 姪ィ， 5 3X4.2X2 9 20.2 玲石凝1火布 { 1R5 
28-10 3,31# ll(J. 't,(i 4 3X5.0X2 4 99 ！令い凝／夭ィ9 イi84
28-11 G6凶 上 、•I.逍1り包含1：1 Hi 39X32X25 55 玲石凝I夭“ ./183 
28-12 D81!. I• ii：逍 己含1；'1 ！tィ， 5 IX35X20 77 !Mi凝．I火ィ一； イ179
28-13 B81凶 1 •. if.逍1 & ,~;;k1 伶石 59X41X42 18 2 怪石凝1火{; 石80
28-14 B81'. I: 9i逍1.!J.,,,'，'/ Itィ， 37X44Xl6 47 t石凝lfi.ゎ イ182
28-15 C7凶 1・.,;:逍 りa , ,•が1 條iI 44X34X25 87 軽石凝1火ィi 1178 
28-16 C7メ /・.;r.逍 己，；；hV, ィ， 6 8X3.7X2.7 1 (）. 5 軽石凝1穴府 ./i75 
29-I C9 ~. ,.、i逍 el,,)：1 4111;・ 21X3.7XIO 77 絆1_i安lll“ わ44
29-2 E9メ l:f立逍 迅；↑卜；1 玖I|｝ i • 20X34X0.6 44 料石安lllィi ./:i45 
29-3 E9 ~. l’.1ff.逍 己；・'” JIii¥・ IIXI5X04 07 料石‘幻1m 石48 クサ ヒ？
29-4 CIOIメ． 」 •• 1 ii：逍 辿 ， 9，'，＇ 9 ゑ111;・ 23Xl 5X0.4 I 3 糾石杖lll1・i わ49
29-5 C IOI~- F1立逍物包，9r,［／ 求IJJj • 33X25X04 2.0 雄わ‘仄lll石 h 5 l 
29-6 E9>< 1・.fヽi．．迅物包含附 剥It J9X26X04 2 I 糾石安Ill布 ィ，53
29-7 iilflll IE9区） シル ト～砂培 采IJJi" 28X23X08 43 糾,{_i安Ill石 れ54
29-8 CIOI><. Fi立遺物凶、9卜；1 ゑ1)1¥" 20X3JX05 3.2 玲れ安Ill石 ィ，55
29-9 CIO|メ F立逍物包、f9,'/ 玖IJ}¥・ 18X36X08 34 絆石安lllむ れ56
29-10 CIOI/S. F V：逍物辿，”" ゑ1JIt 24X20X04 1.6 糾石安IIl岩 石57
29-1 I CIOI!! F i彰逍物辿，•，―9n 4 1j Ji ・ 1.2Xl9X06 I 6 料石安Ill石 ./158 
29-12 D81/l 上位逍物ul,¥苅 剥)¥・ 24X37X08 91 料石’伝IIIt；・ イ165
29-13 D 101~ 1-. 1~： 遺物但，り TI ,I.I)), 22X36X08 47 輝石安ill宕 ./167 
29-14 河川 (07区） シルト ～砂り，＇/ 剥片 38X39X08 94 珂．イ1'/,:111ィ， fi37 
29-15 C91K 、l・.f立逍物絋，符1:1 剥li 40X31X07 78 輝わ安111:;; イ-i46
29-16 Cl(）に 下位逍物俎，9培 ./i核 27X48X20 23 6 料わ安l l l{；• イ150
29-17 i"J/11 ¥F7区1 シルト ～砂ト：1 h核 24X37X31 28 I tl.(1安Illィ； ィ164
30-I CIOI>< ド ii1． 逍物他，•;m 石鏃 (2 5)X I 5X04 (I 6) 糾イ「如Iiむ イ11 8 
30-2 i"f川 (F71メ．） シル トi：1 ./i鏃 (3 5)X I 5X06 (3.()) 流．紋;; { i21 
30-3 ;n/111 \071~.) シル ト～（；；；培 .( ， 紐~ 27Xl JX05 I 3 坪1.i・反ll l 1 i イ123
30-4 3'.i溝 狡 I: れ紐 28XI IX04 12 料石‘仄Ill,_; ィ，17
30-5 D IOI~ J:.I立遺 己，”1 {_j級 (30)Xl OX0.4 (I 2) 料石’幻．II布 i1 19 
30-6 D101メ Fli逍 己，99,•; イ •I 紐 21Xl6X0.5 I 3 料ィ，、久'lll'it ふ66
30-7 F81~ 1・.f,)"．逍 己，・，―',1 ./1鏃 23Xi8X05 I 4 I:．随 イi22 共比06 X ~[,;O 5cm 
30-8 G7に 1・.1ヽ1逍 <i,';',1 [i銚 (38)Xl 6X0.6 (2 8) J'./i'幻 llii れ20 拒KO7X9品07cm
30-9 C IOI~ FiV：逍 .Jl.c,',1 {1碓 4 I X2.3X0.4 16 h.,/，、仄Ill石 イ126
30• IO D101~ F1i油ii' <!!,,,,-9[／ ,i錐 58Xi2XIO 65 I./．i安1111, ./i24 ill途小Iy・J
30-11 DIO区 l:f、I迎1辿，”k'1 石匙 (4 l)X(09)X(0.6) (3 0) I'./i安ill宕 ./i25 
3(）・ l 2 E6メ 1・.1,；：逍 辿，9培 W I:． l 3X0.4X04 03 社fl沿 :I火冶 わ29
30-13 E616. J・.m:．逍1’&，↑培 •I i: I:. I 02X04X04 02 ●K色注I火ィ， わ30
30-14 C9IB: ド，I．逍物邑、,1:1 ti'Ii I 3X04XO 4 03 米 （滋 1火ィi ィ，31 やや風化
30-15 +．坑 粒 • 羽'1:． 07X03X0.3 01 和 ｛， 注I火石 イ132
30-16 E91~ 灰 じ物培 l : • 成1 1 1; · I JX05X03 (） 3 和 1滋 1火ィ； .(,71 施溝分'iij痕
30-17 DIOI",. I:り：逍物a,,,-,,,, ，；．浪IIJi・ I 3X0.7XO 7 JO 茶 伍凝1火ii ,/，73 
30-18 E9 ~. r v：迎物己， 9，• 9,1 ．•.成l ) j · I 6X I 2X0.5 08 和似凝1火冶 ィ，74
30-19 DIOI~ 1・.1,z逍物也、・，9,’I ,...成II I.IX I 6X I 2 I 4 和 が凝1穴む ィ，70 施溝．分割痕
30-20 H41え l―.Iv：追物Ii,,培 1.：．,ii)／ヤ 2 8X2 8X0.7 49 緑ぃ凝1火宕 ィ，68
30•2 1 141!< ,..hi.』［物低，．＂沿 .-• 成1J)ヤ 35X37Xl I 12 2 緑 L凝1火{i ィ，72
30-22 jIII川 (E91メ） シル ト～1rJ,9,’1 I’・』{i核 3 7X2.5X2 6 l l. 3 甜 が凝I火府 ィ，69 やや掻＼化
30-23 C9区 ドf立逍物己含K・1 .: { r f亥 66X51X30 91 7 諒 伍凝1火“ ィ，33

第 5表 木器 ・木製品観察表

凶No. 出土fヽii代 培 1、r. 悩 トli ・「il,(LXWXDeml 樹棟 実測No. 協 考
31-1 111fll¥ IC7I>'.) シル ト～砂培 板材 85 IXl52X33 スギ 水59 』1.9A・▼！

31-2 H311! 小IYJ iり材 (!07 2)X6 4X3 7 ヒノキ 4061 
31-3 D812!. I..1ヽf.逍物a,,培 農J、. (634)X96Xi 2 スギ 1,47 1(1．柄のぇぷ りか又鍬 ？
31-4 小1リJ イくIYJ 丸4,,―j 908Xi.9Xl 9 イヌガヤ 4̀60 
32-1 小明 小1リl ）L木弓 (412)Xl 6XI 6 イヌガヤ ,1,:43 
32-2 G4IK 1.1y：退物tl!,,',1：1 A琺 63Xl2Xl2 ヒノキ 小38 牝H:2I x mo 8cm 
32-3 D81凶 1・./Ji：逍物己含附 AU (60)X I 5X 15 イヌガヤ 4ゞ39 や此18Xl刹08cm
32-4 B81~ t・.m：逍物己含培 49鏃？ 92X20Xl I スギ 4'42 
32-5 河Ill 1D7区） シルト ～砂培 火雄11 (175)X24X15 スギ A4(） 
32-6 l"flll (D7区） シル ト～砂卜；1 ，，，9A 250X92X20 スギ ィ，41 ＂十刃ni1111板 ？
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5 小結

ここでは出土した遺物の詳しい時期と、それによって知られる遺構の時期について述べたい。弥生土

器の編年観は前期を 1、中期を II • m • N、後期を Vとする 5期（様式）区分が定着している。元来は

奈良県唐古遺跡の土器様式研究に源を発する畿内編年を各地に並行させたものであったが、近年その

枠組みは変化しつつある。北陸においても従来はm期後半とされてきた凹線文系土器波及期を N期に

含めた編年案が提示されている（河合1996)。本書ではこの様式区分に、付近の弥生中期遺跡資料を適

用させた編年観を用い、出土土器と対比させることによって位置付けを進めていきたい。

II期は新相の資料として金沢市矢木ジワリ遺跡33号土坑、同市下安原遺跡101号洞出土土器等をあて

る。下安原遺跡資料は 1I期末～m期初の時期とされてきたが、ここでは 1I期に含める。 m期は松任市野

本遺跡SI 01 ・ 02出土土器（松任市教委1995)等をあてる。細分は行わない。 N期は古相として野本遺

跡SD24下層（石川県埋文センクー1993)、金沢市上荒屋遺跡SK95出土土器等をあてる。 II期古相、

N期新相は犀川以南の地域では良好な資料が少ない。

出土した弥生中期の土器は、前述したように条痕文系、沈線文系、櫛描文系で主に構成される。条痕

文系・沈線文系の土器は 1期に遡る可能性を持つ壷（第16図2)を除いてはほぼ II期におさめてよい資

料である。そして、条痕がナデ消されたり、多彩な指沈線、綾杉文や櫛描文が施される等、新相に位置

付けられるものが目立っている。櫛描文系土器は 1期に遡る可能性を持つ甕（第19図4)を除けば、 II

期～N期古相にまたがる資料となる。うち、 II期は第13図6.同7.第19図17・ 18等、 m期は第15図10

・ 16 ・ 17 ・第19図5・ 11等を位置付けてよい。壷第13図6.第17図2.第19図17などは条痕文系・沈

線文系士器の影響が見られ、 II期新相の特徴と思われる。 N期古相に確定できる資料はない。少量の信

州系の士器は、他遺跡での共伴例からm期～N期に属するものであろう。

弥生後期の土器はV期末を中心時期とする資料である。大半が包含層資料であるので細別は難しい

が、第20図 1.第21図11・ 第23図17・ 23は形態的にV期後半以前、第22図6~ 8 ・ 20~22はV期末以

前にはほとんど組成に含まれない器類であることから古墳前期に位置付けられる。近江系甕も第22図

1 • 2がV期、 3が古墳前期に属する可能性が高い。この他にも、識別できなかったがV期末を前後す

る時期の土器は一定量存在するものと考えている。

以上の出士土器の年代観から、遣構のうち土坑は I期、 3号構はV期末、河川は I期～N期の時期に

位置付けることができる。ここで注意しておきたいのは 3号構は下位遣物包含層の上面が検出面で、土

坑はその下面が検出面となっていることである。下位遺物包含層ほ中期・後期の土器を含んでおり、 3

号溝が切り込んでいることから、 I期～v期にかけて堆積したものとわかる。後期の遺物は上位遺物包

含層とよく接合する傾向があることから、中心的な形成時期は I期～N期で、 V期を境にして以降は上

位遺物包含層の堆積に切り替わったものと考えたい。また、土坑の覆土は下位の、 3号溝の覆土は上位

の遺物包含層の土質に対応することから、覆土がある程度遺構の時期を反映するようである。出土遺物

の少なかった遺構についても、 1 ・ 4号溝は後期、 2号溝は中期の時期である可能性が高い。

その他の遣物の時期についてほ、河川及び土坑から出土したものは弥生中期に位置付けてよい。その

他の遺構及び包含層から出土した遺物については、土器の状況から見て弥生後期のものが多いと思わ

れるが、中期のものも混入しており、時期の特定は難しい。石器・石製品については、他遣跡での類例

から打製石斧、砥石、すり石類、軽石、玉等の一部がV期末以降も存続するが、その他は中期が中心時

期と思われる。木器・木製品については河川出土のものを中期とする以外は時期を特定できない状況

である。ただし木鏃についてほ、他遺跡での類例から後期の時期と考えている。
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VII ま と め

1 発掘調査成果の要約

下安原海岸遺跡は金沢市南西部の海岸で、安原砂丘に厚く覆われて存在する。遺跡は風浪による遺物

包含層の露頭が契機となって発見され、その後の発掘調査は風浪による消失や損壊からの保護を目的

としたもの（昭和45・ 46 ・ 4 7 ・ 48年度）と、自転車道の建設に伴うもの（昭和62年度）が行われてい

る。これまでの調査成果から、遺跡は現在の安原砂丘の形成前に営まれた集落跡であり、その時期は弥

生時代を中心とすることが確認されている。今回の発掘調査は災害復旧工事が原因であり、調査区は遺

跡の北東部分にあたる。

遺跡を被覆した砂を除去すると、基本層序は上位から植物層、遺物包含層、基盤層、起伏が大きい粗

砂層の順に推移する。遺物包含層は調雀区南西部では上下に分層され、出土遺物から上位が弥生後期以

降、下位が弥生中期以前に堆積したものと思われる。標高は基盤層の上面で Om前後である。

調査の結果、遺構として土坑 1基、溝 4条、河川 l条が検出された。時期は土坑と 2号溝が弥生中

期、 1・ 3 ・ 4号溝が弥生後期と推定される。土坑と 3号溝は遺構面の上下でも区別できる。土坑は多

量のオニグルミが出土しており、水さらしを目的とするような貯蔵穴となる可能性が高い。 4号溝は河

川に連なり、幅広なことから排水路的な性格が考えられる。より細めの 1~3号溝の性格は不明である

が、 3号溝は多くの遺物を伴っている点で、他の溝とは異なる。河川は南東・北西方向に流路をもつ

が、隣接する昭和62年度調査区と位置関係を照合したところ、その北東端の「谷状の落ち込み」に連続

する可能性を示すことができた（第45図）。遺構については比較的希薄な分布状況にあり、調査区が遺

跡の縁辺部にあたることが示される。特に河川から北東側については出土遺物も少なく、位置的にも遺

跡の北東端となるため、居住域というよりも生産域となる可能性が高い。

出土した遺物は土器、石器・石襲品、木器・木製品、生物遺体がある。土器の時期は弥生前期から古

墳前期に及ぶ幅があるが、中心は弥生中期・後期、特に中期前半と後期末である。中期前半の弥生土器

は、まだまだ類例が少ない県内の資料を補うものと期待する。石器・石製品は大陸系磨製石斧と打製石

斧、小形打製石器とその石材、管玉とその石材、すり石類等の、弥生中期の基本的な要素を備えた内容

となっている。木器・木製品は弓、鏃、箱、転用火錐臼などがある。類例が少ない木鏃及び指物箱側板

は特筆すべき存在である。なお、微細な石器・石製品やその石材、及び生物遺体については大半が遺跡

土壊の水洗で選別されており、通常の調査方法では得られない貴重な情報と言える。金属器について

は、これまでの調在では必ず銅鏃が出土していたが、今回は出土しなかった。集落内での扱われ方にも

よろうが、ここでは前に示した今回の調査区の性格を傍証しているものと考えたい。

発掘調査では、種々の自然科学的分析も実施した。花粉分析では、遺跡土壌からスギ、ナラ、タブノ

キ、ハンノキ、ヤナギ等の植物が確認された。あわせて行った放射性炭素年代測定では、植物層と、基

盤層の直上に位置する炭化物層について、それぞれ1440士70年BP、2290士60年BPの年代値（補正）

を得た。動物遺体の同定では、出土した小骨片の多くがヽンカであり、被熱していることが確認された。

シカは、弥生時代の集落から出土する動物遺体として最も普遍的な存在である。樹種同定は、出土した

自然木及び木器・木製品について行った。自然木にはクロマツ、オニグルミ、ハコヤナギ、クリ、スダ

ジイ等が確認された。木器・木製品はスギ、ヒノキ、イヌガヤが確認され、ヒノキ材は木鏃と用途不明

材、イヌガヤ材は木鏃と丸木弓、スギ材はその他に使われていると判明した。果実・果核・種子等の微
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少な植物遺体の同定では多くの種類が確認されているが、そのうちイネ、アサ、ナス、ヒョウクン類、

メロン類等が栽培され、食用になったものと推定される。分析成果の中で、植生に関する内容からは、

集落が存在した弥生時代の、やや湿地的な周辺環境を復原することができる。特に花粉分析からは、そ

の前後の時期も含めた環境の変化についても検討が及んでいる。

以上が今回の発掘調査成果の要約である。それぞれの成果は、「下安原海岸遺跡」という、遺跡を構

成するあらゆる要素がきわめて良好に遺存し、撹乱など後世の影響がほとんどなく、時期も限定できる

という、通常ではまず考えられない希有な状況で得られている。今後、弥生時代の集落、生活、環境を

復原していく作業には欠かせない基礎資料になるものと考える。以下は、周辺の環境も含めた下安原海

岸遺跡の変遷の過程を示すことで、まとめにかえたい。

2 下安原海岸遺跡の変遷

縄文時代以前

弥生時代の遺構の基盤層になるシルト層および、その下位で確認された粗砂層が堆積する。弥生集落

の成立前であるから、縄文時代以前に位置付ける。かつて縄文前期末の土器が採集されたという「泥炭

層下部の青色粘土層」（橋本1975)が、ここで言う基盤層にあたると思われ、周辺でもっとも古い遺物

となっている。一方、本遺跡の南東 2kmに位置する上安原遺跡でもほぼ同時期の縄文土器が出土してい

る（石川市町村1997)。本遺跡では氾濫原的で非常に不安定な地形が示されているが、周辺に集落が存

在する可能性は高い。縄文前期は縄文海進のヒ°ーク期で、現在よりも数m高い海水面が想定されている

が、現在の標高との対比では遺跡の分布と周辺の環境は把握できない状況がある。

弥生時代前・中期

安定した基盤層の形成とともに、集落が成立する。遺物量から見ると、弥生中期に活動の中心があり

そうである。この段階には、付近でほぼ同時期に展開する下安原遺跡などとほぼ同等の、湿地的な周辺

環境が生じている。海岸線および砂丘がより沖側に位置していたのなら、その後背地と見てよい。集落

ではイネやその他食物の栽培、石材・木材の確保と加工などの生産活動が行われている。

弥生時代後期

集落が継続する。遺物量から見て後期末頃が活動のピーク期にあたる。中期段階と比較すると、遺物

量が増加、出土範囲も広がっており、集落規模の拡大が予想される。河川はこの段階にはほとんど埋

まって浅い窪地になっている。おそらく流路は別地点に移っているのだろう。これまでの調査で出土し

た銅鏃はほとんどがこの段階に属すると思われる。青銅器には儀器的な側面もあるが、石器の減少とも

連動しており、ここでは金属器の急速な普及も示すものと考えておきたい。

古墳時代以降

これまでの調査の出土遺物で見ると、古墳時代の遺物は前期前半ごろまで確認できるが、弥生後期か

ら見ると減衰傾向にあり、集落の衰退を示す。前期後半以降は途絶え、集落は廃絶している。遺物包含

層を植物層が被覆しており、急速に湿地化が進行し、その後、砂丘に埋没したものと思われる。

遺跡の変遷を見ると、集落の動向と環境の変化が対応しており、興味深い。因果関係の追求は今後の

最大の課題である。また、本遺跡のように時間的な連続性の高い遺跡は堆積土に間層が生じにくいた

め、本来は遺構面の認識がきわめて難しいことをあらためて知った。こちらは教訓としたい。
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上位辿物包含層出土土器(2)
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動
物
遺
体

le 

2a 2b 3
 

la ニホンジカ右膝蓋骨（内側）

lb ニホンジカ右膝蓋骨（関節側）

le ニホンジカ右膝蓋骨（外側）

2a ニホンジカ左腔骨骨体上部の内側縁～前縁付近破片（骨表面）

2b ニホンジカ左腔骨骨体上部の内側縁～前緑付近破片（髄腔面）

3 ナミマガシワガイ貝殻（外面）

S=1/1 
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3a. ヒノキ ISF-3317 CX40 3c. 同 RX400. 
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5a．オニグルミ ISF-3309 
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ISF-3293 C X 40 6a.ハコヤナギ属 6b. 同 TX 100. 6c. ヤナギ屈 幹材 ISF-3312 R X200 
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7c.ハコヤナギ属 ISF-3293 RX 200. 

8c. 同 R X200. 

9a.クリ ISF-3310 CX40. 9b. 同 TX100. 9c. 同 R X200 
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出土した大型植物化石（スケールは Imm、1、2、5は1cm)

l．オニグルミ 、核 2．コナラ属コナラ亜属、 果実破片 3．クワ属、種子

4．カジノキ、内果皮 5．モモ、核 6．マタタビ）属、 種子 7．マタタビ屈、種子

8．キイチゴ屈、核 9．イイギリ、種子 10．カラスザンショウ、内果皮
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大
型
植
物
化
石
切

出土した大型植物化石（スケールは Imm、4、5は 1cm)

1．アカメガシワ、種子 2クラノキ、内果皮 3．プドウ屈、種子

4.トチノキ、種子 5．エゴノキ、内果皮 6．ニワトコ、種子

7．イネ、炭化胚乳 8．ウキャガラ、果実
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出土した大型植物化石（スケールは Imm、3は1cm)

l．スゲ屈A、果実 2．スゲ屈B、果実 3．ヒョウタン仲11Il、種子 4．メロン仲間、種子

5．ナス屑種子 6．ヘビイチゴ屈、オランダイチゴ屈またはキジムシロ1属、内果皮

7．アサ、炭化種子 8．カナムグラ、種子 9．ナス、種子 10.ミッガシワ、種子
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